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第１節 保健・医療 

１．保健予防活動の充実 

（１）市民の健康づくり 

○身体障害者等に対する各種の福祉サービス及び市民に対する保健サービスの提供を行っ  

た。 

・保健福祉センター利用状況 

    

区　分 保健 児童 障害 高齢 一般 市機関 合計

利用件数(件) 754 788 552 23 56 29 2,202

利用者数(人) 24,658 18,208 9,177 390 3,187 945 56,565
 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）感染症などの予防 

○予防接種実施状況 

    

区　分
ジフテリア・
百日咳・破傷風

ジフテリア・
破傷風

急性灰白髄
炎(ポリオ)

風しん 麻しん

接種者数(人) 5,181 826 2,477 2,191 2,106
 

○結核検診実施状況 

    

区　分 ＢＣＧ接種 間接撮影

受診者数（人） 1,360 5,778
 

○インフルエンザ予防接種実施状況 

・中学３年生、高校３年生 接種者数   ２，５７７人 

・高齢者（６５歳以上対象） 接種者数 １５，９５５人 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

２．成人保健活動の充実 

（１）生活習慣病の予防 

○健康教育実施状況 

区　分 婦人会 老人クラブ 町内会 職域・･その他 健康講座など 合　計

実施回数(回) 5 38 14 45 3 105

受講者数(人) 87 999 349 1,794 20 3,249
 

○健康相談実施状況 

・実施回数 ５２回   利用者数  ９３人 
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○検診実施状況 

    

検診日数 受診者数

胃 が ん 検 診 98日 5,307人

18日 982人

12カ月 2,632人

11日 819人

12カ月 647人

97日 1,853人

12カ月 476人

肺 が ん 検 診 98日 5,572人

大 腸 が ん 検 診 98日 5,320人

98日 5,812人

12カ月 3,977人

　 98日 878人

12カ月 167人

98日 220人

12カ月 136人

骨 粗 し ょ う 症 検 診 12カ月 177人施　設

市 民 健 康 診 査
施　設

集　団

集　団

集　団

施　設

施　設
肝 炎 検 査

基 本 健 康 診 査

集　団

集　団

施　設

乳 が ん 検 診

前 立 腺 が ん 検 診

集　団

集　団

集　団

区            分

施　設

集　団

施　設
子 宮 が ん 検 診

 

○健康づくり評価事業 

・１日コース      実施回数   １１回  参加者数    １５９人 

・３ヵ月実践コース   実施回数   １０回  実参加者数    ７３人 

   延参加者数 １，７９０人 

○リラクゼーション事業 

・実施回数 ２４回   利用者数  ６０６人 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）寝たきり・認知症の予防 

○訪問指導事業 

・訪問指導実施状況 

     

 

 

 

○身体障害者体力向上トレーニング事業 

・実施回数  １５６回  実参加者数  ８２人  延参加者数 ３，２９５人 

○介護予防個別評価事業 

・実施回数 ５０８回  実参加者数 ４１４人  延参加者数 ３，４５３人 

○いきいき温泉事業 

・実施回数  ４８回  実参加者数  ４４人  延参加者数   ７０４人 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（３）精神保健対策の充実  

○通所授産施設運営費補助         １件  

○障害者地域生活支援事業補助       １件  

区分
健康診査の
要指導者等

閉じこもり
予　　　防

介護家族者寝たきり者 認知症老人 その他 合　計

実訪問者数(人) 31 16 20 2 3 20 92

延訪問者数(人) 37 33 45 2 7 48 172
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○共同作業所運営費補助          ５件  

○回復者クラブ活動事業委託         ６件  

○共同住居運営費補助           ９件 

○施設通所交通費助成      延６，４１３人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（４）難病対策の充実 

○エキノコックス症検査実施状況 

    

区　　分 一　般 児童･生徒

血清検査受診者数(人) 69 7
           

       【保健福祉部 健康推進課】 

 

３．母子保健活動の充実 

（１）妊産婦及び乳幼児の健康 

○乳幼児健康診査 

    

対象者数(人) 受診者数(人) 受診率(％) 有所見者数(人) 有所見率(％)

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ｂ

４か月児 1,389 1,368 98.5 160 11.7

１０か月児 1,149 956 83.2 187 19.6
(H18.6月開始)

１歳６か月児 1,361 1,290 94.8 377 29.2

２歳児(健康相談) 77 64 83.1 － －

３歳児 1,440 1,286 89.3 285 22.2

区    分

 

○妊婦一般健康診査       受診者数  前期 １，４７０人  後期 １，４０７人 

○超音波検査          受診者数       ２２５人 

○幼児歯科健診及びフッ素塗布  受診者数     ７，３３８人 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

（２）乳幼児医療費の助成 

○少子化問題に係る子育て支援の一環として、０歳児から６歳児（就学前まで）の医療費負担を

軽減するため、個人負担分の一部又は全部を助成した。 

・対象者数              ８，２７９人（年度平均） 

・乳幼児医療費助成件数      １６４，３９７件 

【こども未来部 こども課】 

 

（３）相談活動の充実 

○母性相談室         利用者数  ２，１６１人 

○ほんわかファミリー教室   参加者数    ６０１人 

○うまれてくる赤ちゃんのためのパパママあんしん相談   

               紹介者数     ３５人  相談者数  ３４人 

○すくすく教室        参加者数    ２７５組 
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○母子訪問指導員による新生児、産婦訪問指導     実施件数    ７９９件 

○すこやか親子教室                 利用者数  １，３４９組 

○家庭訪問     

    

区　　分 妊産婦 新生児 乳　児 幼　児 その他

訪問件数（件） 525 516 32 556 35
 

○性の相談事業 

・性の電話相談       専任相談員 １人配置    相談件数 ３９１件 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

（５）特定不妊治療費助成 

○道補助の上乗せ補助        ２８件 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

４．地域保健医療体制の充実 

（１）医療機能の充実 

○医療施設設備整備補助金       １件 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

（２）救急医療体制の充実  

○休日、夜間における急病診療体制 

・一次救急                       

市民 市民以外 計

夜間急病センター 年中 午後9:00～翌午前8:00 3,009 1,226 4,235

夜間 午後7:00～　午後9:00 2,447 760 3,207

休日

日曜

休日

日曜

14,622 6,619 21,241

12,985

476 338 814

合                    計

患者数（人）
区    分

休日歯科在宅診療

在宅当番医制

内          容

午前9:00～　午後5:00

午前9:00～　午後4:00

8,690 4,295

 

・二次救急  

厚生病院 協会病院 第一病院 合 計

145 145 145 435

1,189 675 770 2,634

待機日数（日）

区　　　分

患者数 （人）
 

    ※患者数は市民のみ 
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○休日、夜間における一次救急医療機関の案内 

・急病テレホンセンター案内状況 

音声テープ案内 職員対応 合計
3,491件 4,783件 8,274件    

※職員対応の件数は市民のみ 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

○自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置 

・本庁舎、図書館、コミセン、中学校、空港等の公共施設に３８台設置した。 

【保健福祉部 健康推進課】 

 

第２節 地域福祉活動 

１．地域福祉活動の充実 

（１）福祉団体の充実 

○地域福祉活動の中心的役割を担っている社会福祉協議会が実施する地域福祉振興事業を始め、

民間福祉団体等への支援を行い、地域福祉の推進を図った。 

【保健福祉部 社会課】 

 

（２）福祉活動の拠点整備 

○グリーンプラザの整備 

・平成１８年４月に高齢者、障害者、福祉団体等の活動の用に供する施設として、総合福祉セ

ンターを「グリーンプラザ」に改称し、ボランティアセンターや編集スタジオの設置などの整

備を行い、９月に全面供用開始した。 

・利用状況 

区　分 高齢者福祉 障害者福祉 地域福祉 一般・その他 合計

利用件数(件) 3,352 89 1,063 282 4,786

利用者数(人) 127,195 1,804 18,193 8,632 155,824
 

【保健福祉部 社会課】 

 

第３節 高齢者福祉 

１. 高齢者の生きがいづくり 

（１）社会参加機会の拡充 

〇高齢者が健康でいきいきと暮らすことができるよう、スポーツ・レクリエーションや学習活動

など、様々な交流・参加機会の拡充に努めた。 

・第３５回帯広市高齢者スポーツ大会    参加者数       約１，６００人 

・高齢者バス券交付（７０歳以上対象）   交付対象者数     １２，４５９人 

                     バス券交付者数      ８，１０８人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 
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（２）生きがいづくり 

〇高齢者が生きがいをもって積極的に地域活動に参加できるよう、老人クラブなどの自主的活動

を支援するとともに、活動の場づくりを進めた。また、健康づくりと友愛活動や世代間交流を図

る社会奉仕事業に対する支援を行った。 

・老人クラブ育成事業         ２１２クラブ       １２，６２６人 

・老人専用バス貸出           ７６回          ２，２０２人 

・敬老祝金支給事業      受領者数 ７７歳（喜寿）      １，３７１人 

                    ８８歳（米寿）        ３５５人 

                   １００歳             １３人 

 【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

２．在宅サービスの充実 

（１）在宅サービスの充実 

〇介護を必要とする高齢者が在宅で安心して暮らすことができるよう、ホームヘルプサービスや

ショートステイ、配食サービスなどの各種サービスを行った。 

・ホームヘルパー派遣         ６７８時間   実利用者数    １３人 

・通所入浴              １４８回    実利用者数     ５人 

・配食サービス         ７２，０７４食    実利用者数   ５１６人 

・家族介護用品支給        １，６７５件    対象者数    ２０４人 

・ひとり暮らし高齢者訪問活動 ２０５，６０９回    実利用者数 １，５４５人 

・高齢者在宅生活援助サービス        ３０５回    実利用者数    ７３人 

・ねたきり高齢者等寝具類クリーニング ２９８件    実利用者数   １８４人 

・ねたきり高齢者等理美容サービス   ６４７件    実利用者数   １５５人 

・家族介護リフレッシュ          ６回    参加者数      ９２人 

・ショートステイの充実      特別養護老人ホーム帯広慈恩の里    ２０床 

                 特別養護老人ホーム太陽園       １５床 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 
 

（２）緊急対策の充実 

〇ひとり暮らしの高齢者が安心して生活できるよう、高齢者緊急通報システムを整備した。 

・緊急通報システム      設置数 ８００台 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 
 

（３）介護支援機能の整備 

〇地域包括支援センターの設置 

・住み慣れた地域における総合相談や、専門相談支援機関などの必要なサービスへのつなぎを

図るとともに、介護予防マネジメント、包括的・継続的ケアマネジメントなど様々な支援を行

なうため、地域包括支援センターを４ヵ所設置した。 

また、地域の相談を受け付ける協力機関（在宅介護支援センター）を４ヵ所設置し、地域包

括支援センターと連携を図るなかで、一体的な支援を行なった。 

相談件数  ４，３４１件 

【保健福祉部 介護保険課】 
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３．施設サービスの充実 

（１）介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の整備 

〇在宅での介護が困難となった高齢者が、適切な施設サービスを受けられるよう、特別養護老人

ホームの整備を促進した。 

・特別養護老人ホーム帯広慈恩の里   １００床 

・特別養護老人ホーム太陽園       ５０床 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

４．総合的なサービス提供体制の整備 

（１）総合相談窓口の設置 

〇福祉のワンストップ窓口（相談者が１ヵ所の窓口で相談などが終了する窓口）を整備した。 

・窓口増設 ２ヵ所、相談コーナー増設 １ヵ所 

           【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

５．老人医療費の助成 

○高齢者福祉の一環として、昭和１４年７月３１日以前に生まれた満７０歳未満の高齢者のうち、

低所得者の医療費個人負担分の一部を助成した。 

・対象者数         ２７５人（年平均） 

・老人医療費助成件数  ８，１５４件 

           【市民環境部 国保課】 

 

第４節 障害者福祉 

１．ノーマライゼーション（正しい障害者観）の定着 

（１）意識の啓発 

○帯広駅内公共スペースの「福祉のひろば」と保健福祉センターを活用し、障害者の作成した作

品等の展示・即売会や福祉機器の展示会を開催することにより、障害者の交流の機会を拡大する

とともに、障害者への理解を深めた。 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（２）ノーマライゼーション推進地区の拡大 

○前年度に引き続き、大正地区、大空・帯広の森地区、東部地区、西帯広地区を指定した。各地

区においては、ノーマライゼーション理念の普及啓発をはじめ、ふれあい交流事業や研修事業等

各種事業が行われた。 

【保健福祉部 障害福祉課】 
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２．社会参加の促進 

（１）社会参加の促進 

○心身障害児水泳教室 

・帯広の森市民プール     ５月１１日～７月２７日  毎週木曜日 

                     １２回開催  延参加者数 ２６６人 

○社会学級（視覚、聴覚障害者を対象に実施） ６講座開催  延参加者数  ８３人 

○ハンディキャップスキー講習会 

・メムロスキー場         １月１１日～１２日  参加者数   ２２人 

○知的障害者スポーツ教室 

・地域交流ホーム             ２２回開催  延参加者数 １６３人 

○リフト付福祉バス運行事業  

・福祉団体利用分               ４０件   

・デイサービス利用分          ４，２５３人 

○聴覚障害者共同利用ファックス設置     市内６ヵ所  

○手話講習会                ３０回開催   延参加者数 ５２２人 

○手話ステップアップ講座          ２４回開催  延参加者数 ５３１人 

○要約筆記講習会              １２回開催  延参加者数 １５４人 

○点字講習会                 ９回開催  延参加者数  ６９人 

○音訳・校正ボランティア養成講座      １０回開催  延参加者数 １２０人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

３．福祉サービスの充実 

（１）予防・早期発見･早期療育体制の充実 

○幼児ことばの教室                延利用回数   １，８８４回  

○心身障害児通園事業               延利用回数   ８，６５４回 

○心身障害児早期療育事業             延利用回数     ６２１回 

【こども未来部 子育て支援課】 

 

（２）社会適応訓練などの充実 

○中途視覚障害者リハビリテーション事業      延利用者数      ７０人 

○在宅障害者各種創作活動等の教室（５教室）    開催回数      １９４回 

                         延参加者数   ２，４０７人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（３）在宅サービスの充実 

○身体障害者送迎事業             延利用者数       ９７０人  

○心身障害者（児）通所施設等交通費助成    実利用者数        ９７人 

○重度障害者等移動制約者タクシー料金助成   実利用者数     １，５９３人 

○ホームヘルプサービス            実利用者数       ２２１人 

                  延６９，５１１時間 

○視覚障害者ガイドヘルプサービス       実利用者数        １８人 

                            延 ２，１２１時間 

○手話通訳者派遣               派遣件数        １８３件 
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○要約筆記通訳者派遣             派遣件数         ６８件 

○在宅重度身体障害者緊急通報システム     設置数          ６７台 

○身体障害者入浴サービス           延利用者数       ６１８人 

○身体障害者ショートステイ           延利用者数        １８人 

○重度心身障害者理美容サービス        延利用者数       ２２８人 

○重度心身障害者クリーニングサービス     延利用者数        ７４人 

○補装具等の交付・修理                      ２，７７４件 

○日常生活用具の給付                         ９４６件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（４）相談体制の充実 

○相談体制            総合相談員外７人  相談件数  ７，６９８件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（５）その他 

○身体障害者手帳交付状況           交付者数      ７，１４０人 

○療育手帳交付状況              交付者数      １，１７５人 

○特別障害者手当等支給            受給者数        ２２９人 

○更生医療の給付                           ３７２件 

○身体障害者施設訓練等支援 

・入所、通所                延対象者数       ７１４人 

○知的障害者施設訓練等支援 

・入所、通所、通勤寮、グループホーム    延対象者数     ５，２３４人 

○重度心身障害者医療費特別給付        延受診者数    ６５，５１０人 

○障害者自立支援法の導入 

・障害程度区分認定者                        ２８８人 

・障害者福祉サービス独自軽減制度適用者               ２０７人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

第５節 児童福祉 

１．保育施設の整備 

（１）保育所の整備 

○あやめ保育所駐車場整備、日赤東保育所の改修を行った。 

○ことぶき保育所ほか４ヵ所のへき地保育所の改修を行った。 

○施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

認可保育所 

へき地保育所 

26

7 

2,490 

375 

2,585 

222 

合 計 33 2,865 2,807 

    ※ へき地保育所のうち、上帯広保育所（定員３０人）については休所中。 

【こども未来部 こども課】 
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（２）児童保育センターの整備 

○施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヵ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

児童保育センター 25 1,205 1,260 

  ※ 定員には分室分を含まない。 

○大正児童保育センターを大正小学校内に新設した。 

 ・定員 ２５人  入所児童数 １８人 

○各児童保育センターの改修・修繕を行った。 

【こども未来部 こども課】 

 

２．保育サービスの充実 

（１）低年齢児・障害児保育の充実 

○乳児保育  帯広保育所  外２１所      月平均入所児童数   １３１人 

○障害児保育 緑ヶ丘保育所 外２５所      入所児童数       ８２人 

○病後児保育 森の子保育園           延利用児童数      １３人 

【こども未来部 こども課】 

 

（２）延長保育・休日保育などの充実 

○延長保育  帯広保育所 外１７所         日平均利用児童数 １４５人 

○休日保育  すずらん保育所            日平均利用児童数  １０人 

【こども未来部 こども課】 

 

（３）共同保育所などへの支援 

○認可保育所待機児童の受入れを行う共同保育所に対し支援を行った。 

・受入れ児童数   ４人 

【こども未来部 こども課】 

 

３．総合的な子育て支援 

（１）子育て支援体制の充実 

○市内６ヵ所目となる地域子育て支援施設の開設（すずらん保育所） 

○一時保育の実施（こでまり保育園、すずらん保育所） 延利用者数  ３，９２６人 

○絵本との出会い事業  保健福祉センター等において、生後４ヵ月の乳幼児に絵本を配布。 

                          配布児童数  １，３６８人 

○子育て支援短期利用事業の実施（十勝学園）     延利用日数     ８３日 

○第３子以降の保育料無料化             対象児童数     ３１人 

○児童手当                   受給対象世帯数  ９，７０２世帯 

                        （２月定時払） 

○児童扶養手当                  受給対象者数  ２，４８３人 

○特別児童扶養手当                受給対象者数    ３６８人 

○助産施設入所措置援護 

    児童福祉法第２２条による助産施設 

      帯広協会病院、帯広厚生病院        措置件数     １９件 

【こども未来部 こども課・子育て支援課】 
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（２）労働環境の改善促進 

○子育て応援事業所登録制度 

次代を担う子どもたちの健やかな育成を支援する事業所を「子育て応援事業所」として登録す

る制度を創設。 

・子育て応援登録事業所数      ６７事業所 

○おびひろ子育て応援ローン 

子育て応援事業所として登録した事業所に対し、運転資金や設備資金を優遇金利で融資する制

度を、商工中金帯広支店の協力により創設。 

・融資実績              ７事業所 ２３５,０００千円 

【こども未来部 子育て支援課】 

○子育て応援事業所促進奨励金 

 育児休業制度の普及や子育てしやすい職場環境整備を推進するため、育児休業取得者を継続し

て雇用している事業所に対して奨励金を交付。 

・交付申請数             ７事業所 １２人 

【商工観光部 工業労政課】 

 

（３）放課後児童対策の充実 

○待機児童対策 

 ・稲田児童保育センターの待機児童解消のため、第二ひまわり幼稚園内に分室を設置した。 

                          月平均入所児童数  ３５人 

 ・緑ヶ丘及び柏林台児童保育センターの分室を、昨年に引き続き開設した。 

                          月平均入所児童数  ４６人 

【こども未来部 こども課】 

 

４．母子・父子福祉の充実 

（１）相談体制の充実 

○母子家庭等に対する各種の相談活動を行った。 

 ・家庭児童相談室   心理相談員   １人配置（平成１８年６月から新規配置） 

相談員     ２人配置  相談件数   １，６５４件 

 ・母子相談      母子自立支援員 １人配置  相談件数     ６３５件 

 ・女性相談      相談員     １人配置  相談件数     ３８８件 

○母子家庭等日常生活支援 

 ・母子・父子家庭へ家庭生活支援員の派遣を行った。 

           子育て支援 １人  延日数 １６日  延時間数  ６０時間 

           生活支援  ３人  延日数 ５４日  延時間数 １３３時間 

○自立支援教育訓練給付金 

 ・母子家庭の母に、就職用教育訓練講座受講費用の一部を助成した。 

                          ホームヘルパー講座 ２２人 

                          介護福祉講座     ２人 

                          医療事務講座     ２人 
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○ひとり親家庭等医療費給付事業           給付件数  ６４，３３７件 

・受給対象者数（平成１９年３月末）           親   ２，４２６人 

                            子   ３，６５８人 

【市民活動部 男女共同参画推進課】 

【こども未来部 こども課・子育て支援課】 

 

第６節 アイヌの人たちの福祉 

１．アイヌ民族・文化への理解促進 

（１）民族・文化への理解促進 

○「国際先住民の日」(８月９日)にちなんだ記念事業としてアイヌ文化展を開催し、アイヌ民族・

文化への理解促進に努めた。 

・開催日時  ８月１日～３日 

・開催会場  庁舎市民ホール 

・内    容  民具・手工芸品・パネルの展示、アイヌ文化体験コーナー、啓発資料の配付 

【保健福祉部 社会課】 

２．生活・教育環境の整備 

（１）生活環境の整備 

○アイヌ生活相談員により、アイヌの人たちの生活、健康等についての指導・援助を行った。 

・相談件数   ５７８件 

・相談内容  生活(２０５件)、健康(１４３件)、教育(２９件)、その他(２０１件) 

【保健福祉部 社会課】 
 

（２）交流活動の促進 

○アイヌの人たちの活動拠点である生活館の管理・運営を行い、地域交流の推進を図った。 

・生活館利用状況 

延利用件数 ６０８件  延利用者数  １１，１３２人 

主な利用内容 アイヌ語教室、アイヌ刺しゅう教室、帯広カムイトウウポポ保存会等 

【保健福祉部 社会課】 
 

第７節 社会保障 

１．国民健康保険の運営 

（１）被保険者の負担軽減 

○医療分及び介護分保険料について、一般会計繰入により保険料を据置きした。 

○低所得世帯に対し、帯広市独自の保険料の減免を行った。 

 ・減免世帯数     ２，３０４世帯 

 ・減免額      ５８，１１９千円 

【市民環境部 国保課】 
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（２）保健事業の推進 

○市民を対象とした生活習慣病対策としての検診を受診する国民健康保険被保険者に対して、検

診料の自己負担分全額を助成した。 

 

 

 

 

○国民健康保険被保険者を対象とした日帰り人間ドックを実施し、検診料の一部を助成した。 

 また、助成枠を１００人拡大した。 

・受診者数      ３８３人 

・検診料の一部助成  １人当り ３６，７５０円のうち３１，７５０円 

○国民健康保険被保険者を対象とした脳ドックを実施し、検診料の一部を助成した。 

 また、助成枠を３００人拡大した。 

・受診者数      ７８３人 

・検診料の一部助成  １人当り ２０，０００円のうち１５，０００円 

○国民健康保険被保険者を対象とした歯科ドックを実施し、検診料の全額を助成した。 

・受診者数      ５６９人 

・検診料の助成    １人当り  ３，１５０円 

○健康器具による骨健康度チェック、足の裏健康チェックを行った。 

・国保パネル展における受診者数  延４３４人（骨２１７人、足の裏２１７人） 

【市民環境部 国保課】 

２．介護保険制度の運営 

（１）介護保険制度の運営 

○被保険者数（平成１９年３月末現在） 

世 帯 数 被 保 険 者 数 

総世帯数 

(世帯) 

第 1 号被保

険者世帯数 

(世帯) 

第 1 号被保

険者世帯数

対前年比 

総世帯数に

占める第 1

号被保険世

帯数の割合

総人口 

(人) 

第 1 号被保

険者数 

(人) 

第 1 号被保

険者数対前

年比 

総人口に占

める第 1号

被保険者数

の割合 

78,994 24,265 103.8％ 30.7％ 170,286 34,000 104.0% 20.0%

○要介護認定状況（平成１９年３月末現在）                 

区 分 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第 1 号 

被 保 険 者 

（人） 

606 805 1,373 912 733 707 591 5,727

第 2 号 

被 保 険 者 

（人） 

5 31 44 35 29 24 19 187

総数（人） 611 836 1,417 947 762 731 610 5,914

区　分
胃 が ん
検 診

肺 が ん
検 診

大腸がん
検 診

子宮がん
検 診

乳 が ん
検 診

基本健康
診 査

肝 炎
検 査

骨粗しょ
う症検診

前 立 腺
がん検診

計

集団(人) 2,246 2,567 2,272 389 350 2,609 501 － 757 11,691
施設(人) － － － 504 177 1,461 87 90 173 2,492
合　 計 2,246 2,567 2,272 893 527 4,070 588 90 930 14,183
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○サービスの利用状況（延人数）             

施 設 介 護 サ ー ビ ス 

区 分 
居宅介護 

サービス 

地域密着 

型サービス 介護老人  

福祉施設 

介護老人  

保健施設 

介護療養型

医療施設
小 計 

サービス

受給者計

第 1 号 

被 保 険 者 

（人） 

37,709 4,629 4,279 4,188 1,050 9,517 50,571

第 2 号 

被 保 険 者 

（人） 

1,303 12 42 65 20 127 1,442

総数（人） 39,012 4,641 4,321 4,253 1,070 9,644 53,297

 ※ 居宅介護サービスとその他のサービスをともに利用している方がいることから、それ

ぞれの計と合計は一致しないことがある。 

○介護保険料軽減の状況（帯広市独自軽減分） 

人数 軽減額 軽減前の額 軽減後の額 軽減率 

328 人 4,153,390 円 10,905,460 円 6,752,070 円 38.09%

・世帯一人当りの収入が、老齢福祉年金相当額以下 

所得段階 基        準 人数 保険料 軽減額 軽減後の額

第１段階 

生活保護受給者を除く老齢福祉年金受

給者のうち、世帯一人当りの収入が老

齢福祉年金相当額以下の場合 

10 人 25,140 円 12,570円 12,570 円

第２段階 102 人 25,140 円 12,570円 12,570 円

第３段階 1 人 37,710 円 25,140円 12,570 円

第４段階 

世帯一人当りの収入が老齢福祉年金相

当額以下の場合 

0 人 50,280 円 37,710円 12,570 円

・生活保護基準なみの世帯 

所得段階 基        準 人数 保険料 軽減額 軽減後の額

第３段階 202 人 37,710 円 12,570円 25,140 円

第４段階 

単身世帯で前年収入１３０万円以下

の場合。ただし、世帯員が一人増える

ごとに６０万円を加算する。 13 人 50,280 円 25,140円 25,140 円

【保健福祉部 介護保険課】 

 

３.生活の援護 

（１）自立の支援 

保 護 区 分 延人員 保 護 区 分 延人員

生 活 扶 助 40,713人　 出 産 扶 助 2人

住 宅 扶 助 37,926人　 生 業 扶 助 1,169人

教 育 扶 助 3,676人　 葬 祭 扶 助 33人

介 護 扶 助 5,025人　 冬 季 薪 炭 費 9,514人

医 療 扶 助 33,180人　 施 設 事 務 費 405人

月平均世帯数 2,572世帯

月平均人員 3,537人　

月平均支出額 514,595千円  

【保健福祉部 保護課】 
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第８節 墓園 

１．墓園の整備 

（１）墓園の整備 

○中島霊園整備事業 

・造 成   環境整備一式 

・貸 付   ４㎡   ７８区画 

       ６㎡   ３１区画 

       ８㎡    ３区画 

      １２㎡    ６区画 合計 １１８区画 

【市民環境部 戸籍住民課】 

 

第９節 防災・消防 

１．防災意識づくり 

（１）防災意識づくり 

○防災グッズ展 

災害時に備えた非常持出品、家庭での備蓄品を展示して防災意識の啓発を図った。 

・実施日時  １月１５日～１８日 

・実施場所  庁舎市民ホール 

○防災パンフレットの作成、配布 

・市民の防災意識の向上のため、防災パンフレット「わが家の防災チェック」を作成し、帯広

市全世帯に配布した。 

作成部数  ９０，０００部                 【総務部 総務課】 

 

２．防災体制の充実 

（１）災害時の体制強化 

○地域防災訓練 

防災関係機関及び地域住民が参加し、初期消火、避難訓練等の住民体験型の訓練を行い災害時

の体制強化を図った。 

・実施日時  ９月３日 

・実施場所  稲田小学校   

○災害用備品の更新 

大規模災害の発生による市民の被災に備え、非常用食糧の更新を行った。 

・アルファ米     ２，４００食 

○水防センターの整備 

水防活動の拠点施設として、水防センターを整備し、災害時の体制強化を図った。 

【総務部 総務課】 
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（２）自主防災組織づくり 

○住民の防災意識普及と災害時の相互協力体制を構築するために、自主防災組織の育成を図った。 

・自主防災組織 ８組織 若葉連合町内会自主防災組織、大正地区自主防災会、 

自由が丘連合町内会防災会、東北連合町内会自主防災会、 

やまと連合町内会、稲田地区連合町内会自主防災会、 

むつみ連合町内会自主防災会、北栄連合町内会防災会 

○自主防災組織のリーダーの養成と組織の育成強化を行い、防災意識の向上を図った。 

・リーダー研修会   参加者数 ９５人 

・自主防災組織研修  開催回数  ８回 

【総務部 総務課】 

 

３．救急救命体制の充実 

（１）救急救命体制の充実 

○救急隊員（標準課程）の養成      ５人  

      【消防本部 消防課】 

（２）応急知識の普及 

○応急手当てに関する講習会の実施   

区 分 回数(回) 受講者数(人)

普通救命講習 27 705

一般救急講習 118 3,997

合　　　計 145 4,702  
【消防署 救急課】 

 

４．消防体制の充実 

（１）消防体制の充実 

○防火衣の更新            ５３着 

【消防本部 総務課】 

 

○消火栓整備事業  新設        ３基 

          更新        ４基 

○消防車両の整備  消防ポンプ自動車  １台 

○出張所の整備   （仮称）新南出張所用地取得（2093.94㎡）、地質調査、実施設計 

【消防本部 消防課】
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５．防火安全対策の推進 

（１）自主防火の促進 

○自主防火の取組状況 

 

 

 

 

 

 

【消防本部 消防課】 

 

（２）防火意識の普及 

○高齢者や障害者など災害弱者に対する訪問指導   １，２４３世帯 

○市民防災フェスティバル（８月）  参加者数   １，５００人 

【消防本部 消防課】 

 

第１０節 交通安全 

１．交通安全思想の普及徹底 

（１）交通安全教育の推進 

○高齢者・子どもなど交通弱者を重点に各種交通安全教室並びに研修会を開催し、交通ルールの

遵守と交通マナーの向上に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

○死亡事故の割合が増えている高齢者を対象にしたドライビング体験会や老人クラブ交通安全

推進委員研修会等の実施により、高齢者の交通安全意識の高揚に努めた。 

○市街地の小学校校下（３校４ヵ所）に配置している交通安全誘導員により、児童の安全指導と

交通事故抑止に努めた。 

【市民活動部 安心安全推進課】 

 

（２）交通安全運動の推進 

○交通安全思想の普及と安全意識の向上を目指し、市と帯広市交通安全推進委員連絡協議会及び

警察等、関係機関・団体が相互に連携を図り、４期４０日の交通安全運動期間を中心として地域

ぐるみの交通安全運動の展開に努めた。 

【市民活動部 安心安全推進課】 

区  分 件数(件) 参加者数(人) 区  分 件数(件) 参加者数(人)

幼稚園・保育所  77  6,161 特 殊 学 校  10   635

小 学 校  128  18,141 各種イベント  11   1,266

町 内 会  2  68 学童保育センター  52   3,019

老 人 会  21  582 そ の 他  23   1,199

合  計    324 件 31,071 人     

区 分 実施回数(回) 参加者数(人)

避難訓練 690 51,432

消火訓練 539 21,470

防火映画会 76 5,082

講話・講習会 161 18,700

合　　　計 1,466 96,684
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２．交通安全環境の整備   

（１）交通安全施設の整備 

○歩道新設 

路線名 施工箇所 延長（ｍ） 幅員（ｍ） 

柏林台・７号線 

柏林台・８号線 

柏林台・中央線 

以平５号・幸福２８号線 

旧広尾道路甲線 

川西・稲田西２線線 

柏林台南町２丁目 

柏林台中町１丁目外

柏林台中町４丁目外

幸福町 

大正町外 

稲田町西２線 

109.09

267.82

125.49

420.00

1,735.61

726.86

9.00

14.00

20.00

11.00

1.50

1.50

【都市建設部 土木課】 

○区画線設置      １９４，１００ｍ 

○視線誘導標識設置       １５２基 

○道路照明灯設置          １基 

○横断歩道改良          ３ヵ所 

【都市建設部 道路維持課】 

 

第１１節 防犯 

１．街路灯の充実 

（１）街路灯の充実 

○街路灯の電気料に対する補助を行った。 

○街路灯の新設に対する補助を行った。   ８２灯 

【市民活動部 市民活動推進課】 

 

第１２節 消費生活 

１．消費者の保護 

（１）消費者の保護 

○自立した消費者の育成や被害の未然防止を図るため、講演会、消費生活展の開催、予防教育等

を行った。 

・消費者講座の開催         ５回   受講者数   ３４０人 

・消費者講演会の開催        ２回   受講者数   １４３人 

・地域消費者講座の開催      １０回   受講者数   ７０４人 

・消費生活展の開催              入場者数 ３，１７０人 

・消費者ニュース「みんなの暮らし」の発行   年３回  ３，６００部／年 

・消費者被害予防教育の実施（高校３年生及び専門学校生） ９校 ２６回 ２,０７６人 

・消費者被害予防の啓発（広報おびひろに掲載）          ４回 

【市民活動部 安心安全推進課】 
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（２）消費情報の提供 

○消費生活モニターや北のくらし情報システム等により、消費者に的確な情報を提供した。 

・消費生活情報地域ネットワークシステムの運用 

・消費生活モニターの配置              １２人 

・消費生活モニターの研修会           年２回実施 

・生活必需品の小売価格調査    ３２品目 毎月１０日調査（生活必需品） 

                  ３品目   年２回調査（サービス料金） 

・年末年始の物価対策      生鮮食品の安定供給と価格抑制を市場関係者に要請 

                正月用食品の小売価格調査 ９品目   ２回調査 

                原産地表示調査            ４回調査 

【市民活動部 安心安全推進課】 

 

（３）消費生活アドバイスセンターの充実 

○消費生活に関する相談業務が複雑・高度化していることから、専門相談員を適正配置すること

により、迅速かつ的確な対応を図った。 

 ・消費者からの相談                ３，１２９件 

 ・くらしの展示室の運営         利用者数  ９，９３０人 

 ・テレホンサービスの実施               ７９０件 

【市民活動部 安心安全推進課】 

 

２．公正取引の促進 

（１）計量の適正化 

○適正な計量の実施を期するため、計量器の定期検査を行った。 

また、商店育成、消費者保護のため、随時立入検査を実施し、適正な計量の確保に努めた。 

・定期検査の実施  受検戸数 １８９戸 検査個数  ６１２個 

・立入検査の実施  商品量目  ２１戸     ３，９５８個 

【市民活動部 安心安全推進課】 

 

（２）適正な事業活動の促進 

○事業者に対する消費者保護関係法令等の的確な情報提供を行うとともに、消費者ニーズが反映

されるよう啓発活動を行った。 

・（社）帯広消費者協会の育成・支援 

・消費者保護審議会、苦情処理部会の開催 

・消費生活用製品安全法による立入検査 調査店舗数    １２店舗 違法件数  ０件 

・家庭用品品質表示法による立入検査  総検査件数  １２３件   不適正   ０件 

【市民活動部 安心安全推進課】
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第１節 産業間連携 

１．十勝型産業クラスターの形成 

（１）産業クラスターの形成 

○帯広市の地域特性を踏まえ、地域のあらゆる人材・技術力・資源を有機的に結びつけ「モノづ

くり」を基本とした地域産業の振興が重要であることから、「帯広産業クラスター研究会」の研

究開発事業を支援した。 

 また、地場の産業における競争力、技術力のレベルアップのため、新製品・新技術等の研究開

発やデザイン開発などに取り組む中小企業等を支援した。 

・地場産業振興補助金          ３件 

【商工観光部 産業連携室・工業労政課】 

 

２．広域的な産業振興のしくみ 

（１）広域的な産業振興のしくみ 

○十勝圏の基幹産業である農業を核としながら、地域産業の総合的な振興と活力ある地域社会の

形成に資するとともに、産学官の連携と産業間や異業種の交流を促進し、広域的なネットワーク

化を進めるため、（財）十勝圏振興機構への支援を行った。 

【商工観光部 産業連携室・工業労政課】 

 

第２節 農林業 

１．生産基盤の整備 

（１）生産基盤の整備 

○国営土地改良事業 

区  分 地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

札内川第一 用水路 10,201ｍ 100.00％ 平成２年～平成１８年

用水路 31,434ｍ
総合かんが

い排水事業 札内川第二 
ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ 1 ヵ所

62.09％ 平成８年～平成２３年

○道営担い手育成畑地帯総合整備事業 

地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

帯広東 
農道整備(改良) 

農道整備(舗装) 

133ｍ

2,241ｍ
100.00％ 平成２年～平成１８年

帯広中央 

農道整備（舗装） 

明渠排水 

暗渠排水 

1,102ｍ

3,571ｍ

52ha

100.00％ 平成３年～平成１８年

帯広西 農道整備(舗装) 379ｍ 100.00％ 平成４年～平成１８年
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○道営担い手支援（営農用水）畑地帯総合整備事業 

地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

大 正 配水管 1,139ｍ 100.00％ 平成 14 年～平成 18 年

【農政部 農村振興課】 

 

（２）農地の集団化、流動化の促進 

○交換分合 

・拓 成 地 区（３年次目）３００ｈａ 計画書作成、事業認可、登記 

・中八千代地区（１年次目）４００ｈａ 地区調査、一般啓発 

【農業委員会事務局 農地課】 

 

（３）八千代公共育成牧場の整備 

○牧場の機能強化を図るため、草地の整備等を実施した。 

・草地造成  ２．１３ｈａ 

・草地整備 ２１．７１ｈａ 

【農政部 農政課】 

 

（４）経営の安定 

○農林業育成資金貸付金の充実 

・地域農業後継者の確保育成、農業振興・地域活性化及び安全で安心な農畜産物の生産振興を

推進するための資金貸付を行った。 

・品目横断的経営安定対策への円滑な対応、農地流動化の促進等を目的とした資金制度を創設

した。 

・貸付実績                １２件 １８１，３００千円 

※ うち 安全・安心関連資金      ２件  ５０，７００千円 

     品目横断的経営安定対策資金  ９件 １２５，２７０千円 

【農政部 農政課】 

 

２．良質な食料生産の推進 

（１）農業技術支援体制の充実 

○生産技術の向上を図るため新技術に関するグループ研究に対して一部助成を行い、その成果

を地域農業者に普及させた。    

・研究グループ数     ５件（新技術部門５件） 

【農政部 農政課】 

 

（２）生産支援対策の推進 

○川西地区において、農産物の高生産及び安定生産を目指し、より一層の地力増進と施設の整備

を行った。 

・石礫除去          ２０．４５ｈａ 

○大正地区において、総合的な土づくりを実施し農産物の品質・収量を向上させるため、休閑緑

肥の導入を行った。 

・休閑緑肥          ４２．４０ｈａ                     【農政部 農政課】
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（３）安全・良質な食料の供給 

○「食」の安全・安心推進プランに関する対策を実施した。 

  ・野菜に含まれる硝酸性窒素の自主検査及び生産者への啓発の実施 

  ・農業環境規範など生産者へのサポート、啓発活動の実施、適正施肥管理指針の策定 

  ・農業技術センター食育展示ほ受け入れ及び学校への出前農業体験指導 

                           １９校 １，２７３人 

  ・「食」の講習会を開催                 ２回 

  ・学校給食への地場産小麦導入 

  ・消費者による生産現場の訪問バスツアーを実施      ２回 

  ・地場産農産物を利用した料理のメニュー化を推進 

  ・帯広「大朝市」の開催 

  ・安全安心な農畜産物の生産振興に資する資金貸付 

  ・牛乳の消費拡大キャンペーンの実施           ４回 

  ・定期的なワクチンの接種や畜舎消毒などの家畜伝染病の予防を実施 

【農政部 農政課】 
 

３．個性的な農業の推進 

（１）自立した経営体の育成 

○品目横断的経営安定対策への対応（担い手経営力強化対策事業） 

・品目横断的経営安定対策に円滑に対応するため、農業者に対する適切な情報提供を行うとと

もに、担い手としての認定農業者の育成を図った。 

  認定農業者数 ７１２戸 

【農政部 農政課】 
 
（２）後継者の育成 

○就農後間もない農家後継者向けの十勝ふるさと農学校「元気塾４期」を開催し、農業経営、農

業技術に関する研修を行った。 

・元気塾生     １６人 

【農政部 農政課】 
 

４．加工・流通・販売の促進 

（１）販路の拡大 

○地元農畜産物の販路拡大促進 

・農業センター調理室等を活用し、地場農畜産物の加工・販売を試みる農業者等で組織する「帯

広市農産物小規模加工研究会」への支援を実施した。 

講習会 ２回  ＰＲ活動 ２回  研修会 ２回 

○牛乳・乳製品の消費拡大事業 

・農業関係団体などと連携し、「飲む・食べる」、「知る」、「学ぶ」ことを基本としたＰＲ

活動、各種イベントを実施した。 

・ 牛乳料理スタンプラリーの実施 

・ 大都市圏での牛乳・乳製品消費拡大ＰＲイベント（食料王国とかち帯広より愛をこめて２

００６）の実施 

・ 牛乳絵本の作成、牛乳パック工作大会の実施 

【農政部 農政課】
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５．環境と調和した農業の推進 

（１）資源循環型農業の推進 

○クリーン農業推進事業 

・土づくりの推進とともに、環境に配慮した農業を目指すエコファーマーの認定や有機・減農

薬栽培の促進を図った。また、緑肥導入に対する補助を継続実施した。 

・地下水に含まれる硝酸性窒素の調査を実施した。 

○有機循環型農業の推進 

・景観緑肥の導入による土づくりに対する支援を実施した。 

  ７戸  １３．２ｈａ 

○畜産環境対策事業 

・生乳処理水の処理対策の研究を帯広畜産大学と行い、環境負荷軽減を行う施設の研究を実施

した。    

                                 【農政部 農政課】 

 

（２）農業廃棄物の適正処理 

○環境と調和した農業を推進するために、農業用廃プラスチックの適正処理を促進するとともに、

排出量を抑制するため生分解性資材の普及を図った。 

また、長いもネットと茎葉の堆肥化について試験・普及を行った。 

・生分解性長いもネットの資材購入助成            ９７．０ｈａ 

・農薬空容器回収専用袋の全戸配布            １０，３００枚 

【農政部 農政課】 

 

６．個性的な農村づくり 

（１）生活環境の整備 

○農村下水道整備事業 

区  分 地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

川  西 浄化槽設置 12 戸個別排水 

処理事業 大  正 浄化槽設置 11 戸
61.00％ 平成 11 年～平成 22 年

【農政部 農村振興課】 

 

７．文化を育む農村づくり 

（１）農業の持つ教育機能の活用促進 

○農村地域の歴史的資源や田園景観を活用する「とかち大平原交流センター」を供用開始した。 

・体験ほ場の設置 

・交流センターまつりの開催 

・情報システムによる地域情報の発信 

【農政部 農政課】 
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８．林業の振興 

（１）多様な森林づくり 

○市有林の現況 

区 分 面積(ha) 蓄積(㎥) 

天然林 934.22 116,042

人工林 1,521.23 306,434

その他 21.31 

合 計 2,476.76 422,476

○市有林造成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市有林収穫事業 

区 分 売払金額 

皆伐売払 5,380千円

素材売払 1,197千円

合 計 6,577千円

○林道事業 

・普通林道北岩内線開設工事        延長   ３９８ｍ 幅員   ４．０ｍ 

【農政部 農村振興課】 

 

（２）民有林の振興 

○林業振興対策事業 

 

 

○森林作業員長期就労促進事業     就労長期化促進  ３１人 

【農政部 農村振興課】 

 

（３）有害鳥獣の駆除 

○森林保護事業 

・野そ駆除剤地上手播        手播面積  ３５．８４ｈａ 

【農政部 農村振興課】 

 

 区  分 工　　種 樹      種 対象面積(ha) 植栽本数(本)
植    栽 カラマツ 4.20 10,500

新植事業 植    栽 アカエゾマツ 1.12 2,800
補　　植 アカエゾマツ他 1.56 1,930

合　　計 6.88 15,230
下    刈 人工林植栽他 19.59

保育事業 地    拵 人工林伐採跡他 5.97

間　　伐 カラマツ等 58.12

枝　　打 人工林植栽他 24.07

受 光 伐 カラマツ 3.08

合　　計 110.83

事業内容 対象面積
植栽 2.89 ha

事       業       名
帯広市森づくり推進事業
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第３節 工業 

１．技術開発力の向上 

（１）産業支援機能の整備 

○十勝圏地域食品加工技術センター事業の支援や、地域の資源や技術、人材などを有機的に結び

つけながら産業間・産学官の連携を強化し、地場産業の高度化・複合化による内発的な産業振興

の促進に努めた。 

また、技術開発・製品開発をはじめ起業化や新分野への進出など、企業の創造的な事業活動を

総合的に支援する拠点施設「十勝産業振興センター」を平成１８年４月から供用開始した。 

【商工観光部 工業労政課】 

 

（２）技術開発の支援 

○(財)十勝圏振興機構の十勝産業振興センター事業に対して支援を行い、地元企業からの技術相

談等に対して指導助言を行うとともに、大学や公設研究機関と連携し新製品・新技術開発に向け

た技術力向上に努めた。 

・相談件数          １４０件 

・検査、分析、試験評価    ４７７件 

・設備機械開放        １００件 

【商工観光部 工業労政課】 

 

（３）技術情報の提供 

○地元企業の技術力向上のため、大学や試験研究機関の先進的な研究成果や技術情報並びに工業

所有権などの情報提供に努めた。  

・各研究機関刊行物の収集          ３６６冊 

・工業所有権に関する相談・検索・講習会等  １０１件  

【商工観光部 工業労政課】 

 

 

２．経営基盤の強化 

（１） 経営の効率化 

○(財)十勝圏振興機構の十勝産業振興センター事業に対して支援を行い、地場企業の経営面（生

産・工程・財務管理等）の課題について指導助言を行い、企業経営体質の改善・強化に努めた。 

【商工観光部 工業労政課】 

 

（２） 農業機械展の充実 

○最新鋭機械の発表、先端技術・情報・環境農業の発信の場として、４年に１度開催される「第

３１回国際農業機械展ｉｎ帯広」に対し支援を行った。 

・開催期間    ７月１３日～１７日 

・会 場    北愛国交流広場 

・入場者数    ２４５，０００人 

【商工観光部 工業労政課】 
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（３） 経営の支援 

○経営基盤の強化を目指した新事業・新分野への進出や産学官連携による起業を行った中小企業

者に対し支援を行った。 

・帯広市新事業進出支援事業補助金   ３件 

【商工観光部 工業労政課】 

 

３．人材の育成・誘致 

（１）人材の育成 

○商工観光振興基金を活用し、市内の商工業等従事者の資質向上を図るため各種研修事業等の活

動を支援した。 

・派遣研修事業     ２人 

・自主研修事業     ３件 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

（２）異業種交流の促進 

○新たな事業や雇用を創出するため、地元企業に対し、人材や技術・資源を有機的に結びつける

広域的なネットワークの構築につながる産学官連携や異業種交流会、講習会、セミナー等への参

加促進を図った。 

・ヒューマンネット十勝への参加 

・テクノプラザ帯広への参加 

・北海道技術振興連絡協議会への参加 

・帯広畜産大学地域共同研究センターとの連携強化 

【商工観光部 工業労政課】 

 

４．産業立地の促進 

（１）産業立地環境の整備 

○産業系用地の確保と企業立地の促進を図るため、（財）帯広市産業開発公社が取得した西２０

条北工業団地の販売を促進した。 

・取得及び販売実績 

区　　　分 １２年度　～　１７年度 １８年度 計

取 得
44区画
78,190.37㎡

44区画
78,190.37㎡

販 売
( 賃 貸 含 む )

15区画（２区画）
22,547.16㎡(4,116.57㎡）

1区画
1,781.18㎡

16区画（2区画）
24,328.34㎡（4,116.57㎡）  

※（ ）内は、賃貸区画数及び面積の内数。 

【商工観光部 工業労政課】 

 

（２）企業立地の促進 

○本市における企業の立地を促進するため、帯広市内に工場等を新増設した企業に対し助成を行

い、産業振興を図った。 

 また、西２０条北工業団地の立地を促進するため、当該工業団地への入居企業に助成した。 

・帯広市企業立地補助金           １件 

・帯広市工業団地立地奨励金         ２件 

【商工観光部 工業労政課】
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第４節 商業・サービス業 

１．商店街の整備 

（１）個性ある商店街の形成 

○個性的で魅力ある商店街の形成を図るため、商店街が自ら行う活性化事業に対して支援を行っ

た。 

・商店街活性化事業に対する助成      １６商店街 

・おびひろイルミネーションプロジェクトに対する助成 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

（２）商店街の環境整備 

○快適な商業環境を創出するため、ロードヒーティングの維持費に対して助成を行った。 

・商店街ロードヒーティング等維持費の助成  ７商店街 

○商店街における交通の安全、防犯及び活性化を図るため、商店街の街路灯の設置事業に対して

支援を行った。 

・商店街街路灯設置事業に対する助成     １商店街 

 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

２．経営基盤の強化 

（１）融資制度の充実 

○新たな事業分野へ挑戦するベンチャー企業や企業連携を支援するため、新事業進出支援資金を

提供し、事業活動の促進を図った。 

○事業規模・雇用の拡大や経営効率の向上を支援するため、パワーアップ資金を提供し、事業資

金調達の円滑化を図った。 

○事業計画の改善や資金繰りの安定化を目的に、運転資金としてセーフティネット資金を提供し、

経営の維持・安定を図った。 

○小企業資金・セーフティネット資金に関わる保証料補給制度を継続し、資金調達円滑化の促

進・支援を図った。 

○北海道の創業貸付における保証料について保証料補給制度を継続し、創業者に対する支援強化

を図った。 

○制度融資の利用を促進するため、リーフレット等を配布するとともに取扱金融機関、信用保証

協会等関係機関と連携を深め、中小企業者からの融資・経営相談に対応する相談窓口の充実強化

を図った。 
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○融資利用状況 

件数 金額 前年比 件数 金額 前年比
（千円）（件） （千円） （件） （千円）

小 企 業 資 金 1,489,000 215 925,480 67.2% 1,082 2,683,137 91.7%
設 備 資 金 1,011,039 21 229,870 69.5% 265 1,978,776 90.0%
運 転 資 金 349,163 40 229,000 38.4% 163 671,831 69.6%
特 別 設 備 資 金 205,257 5 102,000 113.3% 22 309,645 117.2%
大 型 店 対 策 資 金 51,221 0 0 0.0% 8 77,948 80.5%
組 織 強 化 資 金 16,728 0 0 0.0% 9 24,036 72.0%
セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 資 金 1,735,452 93 1,185,300 136.5% 341 2,822,366 118.6%
工 業 団 地 取 得 ・ 設 備 資 金 506,856 3 62,000 50.8% 54 983,165 94.0%
新 事 業 進 出 支 援 資 金 84,926 4 32,000 53.3% 10 123,711 108.3%
新 規 開 業 支 援 資 金 23,155 3 16,000 351.3% 12 38,545 118.1%
制 度 廃 止 ・取 扱 し て いな い 資 金 107,203 - - - 19 175,156 75.0%
合 計 5,580,000 384 2,781,650 79.5% 1,985 9,888,316 96.1%

資  金  名
預託金額

新規貸付 年度末残高

 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

（２）商業団体の育成 

○商店街の組織化及び商業団体の機能充実を促進するために、帯広市商店街振興組合連合会が実

施する指導育成事業等に対し、支援を行った。 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

第５節 中心市街地 

１．都心機能の強化 

（１）十勝・帯広の顔づくり 

○駅北多目的広場のイベント事業等への貸付を行った。 

・貸付件数      ２０件 

○えきまえ四季潤い空間創出事業の実施 

・駅北交通広場等に立体花壇を設置し、帯広の玄関であるＪＲ帯広駅周辺に潤いのある空間を

創出した。 

  立体花壇設置   ３ヵ所 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

（２）中心市街地の魅力づくり 

○中小小売商業高度化事業構想（ＴＭＯ構想）の実現に向け支援を行うとともに、改正された中

心市街地活性化法に基づく基本計画の策定を行った。 

・ＴＭＯ機関に対する推進事業費の補助 

・新中心市街地活性化基本計画の策定 
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○市民の活動と交流を支援し、併せて中心市街地の活性化を図るため、市内中心部の商業施設を

借り上げ、市民活動交流センターを設置した。 

・設 置 箇 所  帯広市西２条南８丁目１番地 ふじまるビル８階 

・施 設 面 積  ９８５㎡ 

・設置年月日  平成１８年１０月１日 

 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

（３）国の合同庁舎構想の促進 

○国の合同庁舎構想の促進に係る資料・情報の収集を行うとともに、関係機関と協議を行った。 

【政策推進部 企画課】 

 

第６節 観光・物産 

１．観光拠点の整備 

（１）十勝エコロジーパーク計画の推進 

○十勝エコロジーパーク計画の促進並びに、国の千代田新水路事業及び周辺地域の河川環境整備

に向けた関係機関との協議を行った。 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）愛国駅・幸福駅・大正駅周辺の整備 

○愛国ふれあい広場の整備を行った。 

 朝市スペース、イベント広場の整備、モニュメント移設 

【商工観光部 観光課】 

 

（３）拠点施設の整備 

○観光案内板の整備  設置 ３枚  修正 ２枚    

          【商工観光部 観光課】 

 

２．参加体験型観光の振興 

（１）参加・体験型観光の振興 

○帯広・十勝の観光資源を活かし、体験型観光を振興するため、ポロシリ自然公園及び周辺にお

いて、地元住民との協働による各種体験観光推進事業を実施した。 

・体験観光推進事業（ニジマス・ヤマベの放流、植樹、自然体験、写真展等）  ６回 

【商工観光部 観光課】 
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３．観光イベント・コンベンションの充実 

（１）イベントの充実  

行  事  名 開 催 時 期 開 催 場 所 

とかち食彩祭２００６  ７月１３日～１７日 北愛国交流広場 

第３４回十勝川イカダ下り  ７月３０日 十勝川河畔 

Ｇビールストリート・にぎわいとかちフェア  ８月 ８日～１６日 広小路 

第５２回おびひろ七夕まつり  ８月 ４日～ ７日 広小路 

第５９回帯広平原まつり  ８月１４日～１６日 市内中心部 

第４８回おびひろ盆おどり  ８月１５日～１６日 市内中心部 

第５１回岩内仙峡もみじまつり １０月 ９日 川西農業者 
研修センター 

第３７回帯広菊まつり １０月３１日～１１月 ５日 中央公園 

第４４回帯広氷まつり  １月２６日～２８日 緑ヶ丘公園 

おびひろ夢あかりアートの街 １１月１８日～ ２月１４日 中央公園ほか 

○世界ラリー選手権（ＷＲＣ）の開催支援 

 ・開催時期  ９月１日～９月３日（歓迎会８月２９日） 

 ・開催場所  北愛国交流広場、幕別町、足寄町、陸別町、新得町、音更町、本別町 

 ・参加者   １７ヵ国１８０人、８７台、競技関係者（メディア含む）２，６９０人 

 ・観戦客数  ２５２，１００人 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）コンベンションの誘致 

○帯広市及びその周辺地域で開催される各種会議や大会などコンベンションの歓迎看板、フラ

ッグ、ステッカーの掲示などの歓迎活動を行ったほか、コンベンションカレンダーを作成する

など（社）帯広観光コンベンション協会と連携して大会運営団体への歓迎・広報活動等を行っ

た。 

【商工観光部 観光課】 

 

４．観光宣伝・受入環境の整備 

（１）宣伝活動の推進 

○とかち観光物産センターや帯広駅・とかち帯広空港の観光案内所において、各種観光・物産情

報の提供と情報収集を行い、観光客誘致や観光宣伝の推進を図った。 

【商工観光部 観光課】 

（２）観光サービスの向上 

○帯広コア専門学校整備 

・「観光ホスピタリティ科」設置に伴う増改築費補助を行った。 

【商工観光部 観光課】 

 

（３）観光客の誘致 

○たびさき案内人事業、幸福駅ハッピーセレモニー事業を実施したほか、とかち帯広空港利用促

進協議会による帯広・十勝エリアツアー造成促進事業を行った。 

・帯広・十勝エリアツアー造成促進事業  １３社 １９企画 参加者数 ２,１７３人 

○（社）帯広観光コンベンション協会、十勝観光連盟、（社）帯広物産協会等と協力し、誘致・

宣伝事業を行った。 
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○国際チャーター便誘致促進事業 

 ・観光プロモーション事業、広域観光ルート整備事業、チャーター便受入歓迎事業を行った。 

    台湾便  就航数 ２３９便  乗降者数 ３４，６７３人 

    中国便  就航数   ２便  乗降者数    ３８６人 

【商工観光部 観光課】 

 

 

５．地域資源を生かした観光・物産振興 

（１）物産の振興 

○「北海道の物産と観光展」（３３会場）に参加 

○姉妹都市である徳島市・大分市での物産展に参加 

【商工観光部 観光課】 

 

６．広域観光の推進 

（１）広域観光の推進 

○東北海道など周辺地域と連携し、外国人観光客誘致を実施した。 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）姉妹都市との交流 

○大分市・徳島市子供親善訪問団の派遣・受入 

・大分市  派遣 １１人  受入 １４人 

・徳島市  派遣 １２人  受入 １０人 

○大分市親善訪問団の派遣・受入 

      派遣 １５人  受入 １４人 

【市民活動部 親善交流課】 

 

第７節 労働 

１．職業能力開発の促進 

（１）職業訓練の充実 

○平成１８年度訓練状況           

区　　　　分 訓練科数（科） 修了者数（人）

普 通 課 程 3 12

短 期 課 程 5 64

そ の 他 研 修 等 - 103

合　　　　計 - 179  

○技能者の養成と技術向上を図る職業訓練の充実・強化のため、訓練事業に補助を行った。 

【商工観光部 工業労政課】 
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２．人材の確保 

（１）人材の確保 

○Ｕ・Ｉターン促進事業（平成１９年３月末現在） 

・求人登録者数        ４５人  求人登録事業所数 １２社 

・求職登録者数        ２９人 

・就職決定者数累計      ３８人 

【商工観光部 工業労政課】 

 

３．雇用の拡大・確保 

（１）雇用の拡大・確保 

○帯広公共職業安定所、自治体、経済団体、労働団体など関係機関と連携し、雇用失業情勢の情

報交換や雇用対策について協議するとともに、国、北海道との連携事業や帯広市独自雇用対策事

業等により雇用の拡大・確保を図った。 

・地域提案型雇用創造促進事業の実施 

帯広市をはじめ、経済団体等から構成される「帯広地域雇用創出促進協議会」が、国の委

託を受け、雇用創出につながる各種事業を実施し、求職者の雇用促進を図った。 

就職者数     ２２６人 

・帯広市独自雇用対策事業等の実施         延雇用者数 １０，８５６人 

・高校生職場体験学習等支援事業 

 インターンシップを円滑に推進するために、専任の担当者を配置し、事業の円滑な推進と

新規高卒者の地元就職の促進を図った。 

・若年者就職基礎能力向上講習 

                   受講者数 １８人  就職者数  ９人 

【商工観光部 工業労政課】 

 

（２）季節労働者の雇用 

○帯広市独自雇用対策事業の中で、緊急雇用対策として「保安林下層木除去・枝打業務」など５

事業を実施したほか、継続３事業で季節労働者の雇用機会の確保を図った。 

 継続事業一覧 

区　　　　分 延就労者数（人）
児 童 公 園 砂 場 入 替 等 業 務 121
歩道交差点の人力削り除雪業務 196
公 営 住 宅 環 境 等 整 備 業 務 59

合　　　　計 376  
【商工観光部 工業労政課】 

 

（３）高齢者の就業支援 

○シルバー人材センター（臨時的・短期的就業機会の提供） 

・登録会員数    ８６６人（平成１９年３月末現在） 

・受注件数   ６，１７０件 

○帯広市高年齢者職業相談室（エスタ帯広東館２階） 

・紹介件数     ９２９件 

・就職件数     １９３件 

【商工観光部 工業労政課】 
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４． 勤労者福祉の充実 

（１） 労働環境の整備 

○労働相談 

・相談件数      ４３件 

○労働調査 

・帯広市事業所雇用実態調査の実施 

・帯広市季節労働者雇用実態調査の実施 

○労働安全 

・労働安全ビデオの貸出    貸出件数  ６件 ２０巻 

【商工観光部 工業労政課】 

 

 

（２）勤労者福祉の向上 

○とかち勤労者共済センターの内容充実（中小企業労働者の福祉増進） 

・加入事務所             ７３２社（平成１９年３月末現在） 

・加入者数            ６，８０４人 

○帯広市労働者貸付金（生活資金貸付） 

・貸付件数                ２件 

○季節労働者対策 

・季節労働者生活資金貸付金  貸付件数 １６件 

【商工観光部 工業労政課】 
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第１節  環境保全 

１．環境への負荷の少ない地域社会づくり 

（１）総合的な環境保全 

○環境基本計画の進行管理に携わる市民主体の組織（帯広市環境保全推進会議）の事業として、

環境保全活動への市民参加を啓発する環境交流会等を実施した。 

【市民環境部 環境課】 

 

２．自然環境の保全 

（１）自然環境の保全 

○自然環境保全地区（市有地）を１ヵ所新たに指定した。 

○自然環境監視員３人、ヌップク川自然環境監視員１人を委嘱し、自然環境を監視した。 

○植生調査を１林で実施した。 

○日高山脈襟裳国定公園の国立公園化 

・国定公園化に向け、環境省国立公園課、環境省北海道地方環境事務所、北海道自然環境課、

北海道森林管理局（及び日高北部森林管理署・日高南部森林管理署）、十勝及び日高管内関係

町村の意向等情報収集を行った。 

 また、現在国定公園化を目指している「道立厚岸自然公園」の取組状況について情報収集を

行い、各種要請活動として、十勝圏活性化推進期成会及び自由民主党北海道第１１選挙区支部

へ国立公園化への昇格について要望を行った。 

【市民環境部 環境課】 

 

３．環境学習の推進 

（１）環境学習のプログラムづくり 

○環境教育学習資料（小学校５、６年生向け）を作成し、市内小学校などに配付した。 

【市民環境部 環境課】 

 

（２）環境情報の提供 

○自然ガイド No.６（動物）を２，０００部作成した。 

○帯広市環境白書(平成１８年度 第３７号)を作成した。 

○出前環境教室・講座を実施した。 

・小学生４３３人 中学生７３３人 一般７７４人 計１，９４０人 

【市民環境部 環境課】 

 

４．市民による行動 

（１）市民行動の指針づくり 

○環境ＩＳＯ普及セミナーを開催するなど、認証取得及び取得を希望する事業所などの支援を行

った。 

○帯広市環境にやさしい活動実践校（学校版環境ＩＳＯ）として、小学校５校、中学校２校の認

証を更新するとともに、新たに小学校１校を認証した。 

【市民環境部 環境課】
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（２）環境美化の推進 

○「広報おびひろ」等で空き地の草刈を奨励し、環境衛生の向上に努めた。 

○帯広市町内会連合会の活動として、全市一斉河川清掃運動等を推進し、公衆衛生の向上に努め

た。 

○告示により野犬掃とう期間を設定し、野犬掃とう及び苦情の処理等を実施した。 

区　　　分 頭数又は件数
畜犬登録申請頭数 644頭
野犬掃とう頭数 　53頭
苦 情 処 理 件 数 　104件 

【市民環境部 環境課】 

 

５．環境管理体制の整備 

（１）公害の未然防止 

○公害の現状を把握し、発生源対策に努めるとともに、公害の未然防止・環境保全に関する意識

の啓発普及を図るため、各種調査・広報活動を実施した。 

・各種調査・測定状況 

  

区 分 調査・測定項目 測定地点
二酸化硫黄・浮遊粒子状物質
一酸化炭素・窒素酸化物
河川水質調査 　９河川　１３地点
河川細菌調査 １０河川　１１地点×２回

酸 性 雪 酸性雪調査 市内　５地点
特定工場等立入検査 市内各所（２６ヵ所）
自動車騒音調査 市内　６地点
航空機騒音調査（固定） 十勝飛行場周辺　２地点
航空機騒音調査（移動） 十勝飛行場周辺　１０地点

悪 臭 発生源調査 市内　４事業所６地点
ア ス ベ ス ト 大気中濃度調査 市内４ヵ所で測定

騒 音 ・ 振 動

公害防止センター大 気 汚 染

水 質 汚 濁

 

・公害苦情処理状況 

種類 大気汚染 水質汚濁 騒音 振動 悪臭 その他 合計
件数 55 5 18 0 15 11 104  

・公害防止センターの監視・測定体制の充実のため、測定機器の更新・整備を実施した。 

【市民環境部 環境課】 

 

（２） 監視・調査体制の充実 

○地盤沈下等環境調査の実施状況 

 

調査・測定項目 測定地点

地下水位観測 帯広工業団地　１ヵ所

深層地熱水水位観測 市内　３ヵ所  
【市民環境部 環境課】 
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６．エネルギーの有効利用 

（１）未利用エネルギーの有効利用 

○太陽光エネルギーの利活用の普及促進を図るため、住宅用太陽光発電システム設置者に対する

補助を行った。 

・補助件数  ２０件 

○バイオマスエネルギーの利活用の普及促進を図るため、木質ペレットストーブ購入者に対する

補助を新たに行うとともに、南町福祉センターにおいて、展示用木質ペレットストーブの設置、

実演を行った。 

・補助件数   ７件 

【市民環境部 環境課】 

 

（２）省エネルギーの取り組み 

○家庭内での省エネルギー活動について、帯広市町内会連合会、帯広市環境保全推進会議と連

携し出前省エネ講座を開催したほか、ノーカーデーなどの普及啓発を行った。 
○公共施設の省エネルギー化可能性を調査するため、独立行政法人新エネルギー・産業技術総

合開発機構（ＮＥＤＯ）の補助事業により「帯広市ＥＳＣＯ事業導入可能性調査」を実施した。 
・調査対象施設  市役所本庁舎、とかちプラザ、コミュニティ施設、帯広の森体育施設等 

２１施設 
・調 査 結 果  特にエネルギー消費規模が大きく、一定以上のエネルギー削減率及び削 

減が見込まれる市役所本庁舎及びとかちプラザをＥＳＣＯ事業導入施設

に選定した。 
【市民環境部 環境課】 

 

第２節  ごみ減量化・資源化 

１．リサイクル活動の推進 

（１）資源回収活動の推進 

○町内会等の資源集団回収の取組に対し、資源回収奨励金を支給した。 

   

紙 類 び ん 類 金 属 類 そ の 他 合 計
718団体 8,407 602 914 1 9,924

支給団体
資　源　回　収　重　量（ｔ）

 

【市民環境部 清掃事業課】 

 

（２）リサイクル事業の推進 

○容器包装リサイクル法に対応する帯広スタイルの資源回収の日「Ｓの日」の定着を図り、更に

紙製容器包装、プラスチック製容器包装を追加収集し、同法の完全実施を行っている。 

 

 

【市民環境部 清掃事業課】 

容器包装類 紙類 リターナブルびん 合計
収集量(ｔ) 6,415 1,779 28 8,222
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（３）生ごみの資源化促進 

○生ごみ堆肥化容器及び電動生ごみ処理機購入費に対し助成を行い、資源化の促進に努めた。 

 

 
 
 

【市民環境部 清掃事業課】 

２．啓発・指導活動の推進 

（１）啓発活動の強化 

○春・秋２回の「ごみ減量・資源化促進月間」を設定し、広報活動を強化するとともに、「リサ

イクルパネル展」「秋のリサイクルまつり」を開催して、ごみ問題に関する市民啓発に努めた。 

【市民環境部 清掃事業課】 

 

（２）ごみ懇談会などの開催 

○市民参加による清掃行政の推進を図るため、ごみ懇談会を開催し、ごみ問題の実状やごみ減

量・資源化促進の意義、手法などについて理解を求めた。 

・開催回数   ２１回  参加者数 １，０３４人 

【市民環境部 清掃事業課】 

 

３．ごみの適正処理 

（１）一般廃棄物の適正処理 

○ごみ収集状況       

   

区 分 家庭系(ｔ) 事業系(ｔ) 計(ｔ)
可 燃 物 22,011 15,960 37,971
不 燃 物 3,262 2,942 6,204
資 源 8,222 － 8,222
合 計 33,495 18,902 52,397  

○し尿収集状況 

・延収集件数 １１，５６８件  収集量  ７，９４９㎘ 

○一般廃棄物最終処分場整備事業 

・現最終処分場の平成２２年度供用終了に伴う、新最終処分場建設に向け環境影響調査等を行

った。 

【市民環境部 清掃事業課】 

 

第３節  緑の環境 

１．都市公園の整備 

（１）街区公園の整備 

○チョマトー公園 

・施設整備 多目的広場・四阿・トイレ ０．１ｈａ 

  【都市建設部 みどりの課】 

 

（２）近隣公園・地区公園の整備 

○サケのふる里公園整備事業 

 ・用地取得  ０．８８ｈａ 

区　　　　分 助成数 累計
生ごみ堆肥化容器（個） 101 7,078
電動生ごみ処理機（台） 208 1,619
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  【都市建設部 みどりの課】 

 

（３）総合公園の整備 

○緑ヶ丘公園整備事業 

・実施設計 

・施設整備  遊具、流れ工、徒歩池、園路、ベンチ、スツール １．３ｈａ 

  【都市建設部 みどりの課】 

 

（４）都市緑地・河川緑地の整備 

○中島霊園整備事業 

・施設整備  園路、植栽 ０．４ｈａ   

          【都市建設部 みどりの課】 

 

（５）公園の整備・管理のあり方 

○木製遊具防腐剤塗布事業 

  ・遊具の耐久性の向上を図るため、１６公園の木製遊具等に防腐剤を塗装した。 

【都市建設部 みどりの課】 

 

２．帯広の森の整備 

（１）帯広の森の用地取得と造成 

○帯広の森整備事業 

  ・用地取得  ２．１ｈａ 

 

（２）帯広の森の育成 

○児童・生徒等による植樹の実施 

・参加者数   ３５０人  植樹本数     ８００本 

○育樹体験ワークショップの開催 

・帯広の森の育成や環境整備に対する関心を高めてもらうため、夏季（６月）及び秋季（１０

月）に育樹体験行事を開催した。      参加者数  ５６人 

【都市建設部 みどりの課】 

 

（３）市民利用の促進 

○自然観察会の開催 

・帯広の森の自然等に対する理解を深めてもらうため、秋季（９月）及び冬季（１１月）に自

然観察会を開催した。           参加者数 ５１人 

【都市建設部 みどりの課】 

（４）帯広の森管理センターの整備 

○帯広の森の利活用や育成管理拠点となる「（仮称）帯広の森市民活動センター」の整備基本計

画を策定した。 

 

【都市建設部 みどりの課】 

 



                          第３章 環境共生都市 

 46

３．美しい花と緑の環境づくり 

（１）公共・民有地緑化の推進（緑倍増計画の推進） 

○慶事記念樹の贈呈 

・市民の慶事（誕生、住宅新築）に樹木（苗木）を贈呈し、民有地緑化を推進した。 

誕生 ２３２本  住宅新築 １９９本  還暦 ４本  合計４３５本 

【都市建設部 みどりの課】 

 

（２）緑道の整備 

○光南緑地（旧広尾線跡地）整備事業 

・施設整備   園路、広場、休憩所、照明、植栽、水路 

 ・用地取得   ８３㎡ 
【都市建設部 みどりの課】 

（３）緑づくりの支援 

○緑の環境づくりの相談・指導                     

病害 虫害 管理全般 合計 往診 電話 来館
965 100 160 1,080 1,340 65 518 382

相談者数
（人）

内容別件数(件) 相談者の内訳(人)

 

○緑化重点地区基本計画策定 

・「緑の基本計画」に基づく「緑化重点地区」候補地である鉄南地区を対象とした緑化推進計

画（案）の策定のため、地区協議会において計画の策定状況の説明を行った。 

【都市建設部 みどりの課】 

 

（４）市民参加による花と緑の環境づくり 

○フラワー通整備の促進 

・市民参加を得てグリーンパーク周辺、公園大通、西３条通、柏林台通ほかにサルビアなどを

植栽した。 

     整備路線延長 ８，７７０ｍ  使用花苗数 ９９，０５０株 

○花壇コンクールの実施 

・市民参加を得て、植樹桝、学校などで花壇コンクールを実施した。 

     参加団体      ８５団体  花壇面積 １４，１５９㎡ 

【都市建設部 みどりの課】 

 

第４節 住宅・住宅地 

１．住宅の整備 

（１）ユニバーサルデザイン住宅の普及 

○ユニバーサルデザイン住宅建設資金貸付金・住宅改造資金補助金 

・貸付金   新築   １４件  

       増改築   ３件   

       融雪施設  ３件 

・補助金   住宅改造 ２９件 

【都市建設部 建築指導課】 
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（２）公営住宅の整備 

○公営住宅建替 

団地名等 事業内容等 構造等 

柏林台団地 

（西町Ｒ６、７） 
建設工事(17～18 年度) 

高層耐火構造 8階建 

2 棟 80 戸 

柏林台団地 

（西町外構） 
外構整備及び旧市営住宅解体  

稲田団地（Ｒ２） 
建設工事(17～18 年度)及び 

用地取得 

中層耐火構造 5階建 

1 棟 45 戸 

稲田団地（外構） 外構整備  

ストック総合 

改善事業 

柏林台団地南町個別改善 3棟 100 戸 

公園東町団地屋上防水改修 

大空団地虹給水方式改善 

柏林台団地南町、新緑団地火災警報器

設置 

 

農村部 

借上公営住宅整備 
2 ヵ所  12 戸 

広野：木造平屋建 3棟 6 戸 

清川：木造平屋建 3棟 6 戸 

大空団地（５街区）
調査・設計及び用地取得 

（建設工事 19～20 年度） 
 

【都市建設部 住宅課】 

 

２．住宅地の整備 

（１）新市街地の整備促進 

○民間土地区画整理事業の普及及び指導を実施した。 

地 区 名 事業主体 施行面積（ha） 認可告示年月日 備   考 

稲田川西 組 合 88.1 平成１５年４月１日 施行中 

【都市建設部 宅地開発課】 

（２）未利用地の利用促進 

○民間土地区画整理事業の普及及び指導を実施した。 

地 区 名 事業主体 施行面積（ha） 認可告示年月日 備   考 

緑商第二 組 合 34.6 平成 ４年３月６日 施行中 

緑商第三 組 合  4.8 平成１８年５月１日 施行中 

【都市建設部 宅地開発課】 
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第５節 道路 

１．道路の整備 

（１）幹線道路の整備 

路線名 施工箇所 延長（ｍ） 幅員（ｍ） 

共栄通 

柏林台通 

玄武通 

弥生新道 

学園通 

西１６南１・西６号線 

光南・東３号線 

豊成西・１２号線 

西１０号南線 

稲田町・南９線甲線 

西１２条南１丁目外 

西１４条南５丁目外 

西１６条北１丁目 

西１８条南４０丁目 

西８条南４１丁目 

西１６条北１丁目外 

東８条南２１丁目外 

稲田町南９線西 

西２１条南２丁目外 

稲田町南９線西 

調査、用地補償 

用地補償 

100.79 

橋りょう桁製作 

用地補償 

調査、用地補償 

164.00 

183.00 

359.00 

橋りょう      22.30 

 

 

18.00

 

18.00～21.00

18.00

30.00

18.00

【都市建設部 土木課】 

 

（２）生活道路の整備 

路線名 施工箇所 延長（ｍ） 幅員（ｍ） 

南２５丁目東線外 

西１５南３６・１号線 

南１６丁目東線外 

鉄南火防線 

中島・北４線 

西１７南５・３９号線外 

稲田町東・１２３号線外 

稲田町東・１９号線 

稲田町・３号線 

東５条南２６丁目外 

西１５条南３６丁目 

東 4 条南１６丁目外 

西４条南１７丁目外 

西２０条北４丁目 

西１７条南５丁目 

稲田町東１線外 

西９条南３９丁目 

稲田町基線 

201.85 

101.73 

222.59 

花壇整備15ヶ所 

311.70 

464.18 

567.05 

橋りょう実施設計 

橋りょう実施設計 

2.50～6.00

12.00

2.50～7.50

6.00

8.00

8.00

【都市建設部 土木課】 

○側溝整備 

・市道西１８北１・１３号線外４路線           延長     ６４６ｍ 

○特殊舗装 

・打替 市道南町東・８号線外４３路線          延長    ７，５２４ｍ 

・オーバーレイ 市道西５条南線             延長      ６６５ｍ 

【都市建設部 道路維持課】 

（３）歩行者・自転車道の整備 

路線名 施工箇所 延長（ｍ） 幅員（ｍ） 

北栄グリーンロード 西９条南３丁目外 99.90 5.00～36.36

【都市建設部 土木課】 
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第６節  河川 

１．水源の保全 

（１）水源の保全 

○大正簡易水道整備事業 
地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

大 正 配水管 1,288ｍ 100.00％ 平成 14 年～平成 18 年

【農政部 農村振興課】 
 

第７節 都市景観・農村景観 

１．都市景観づくり 

（１）公共施設の景観づくり 

○公共サインの整備 

・良好な景観づくりを先導するため、公共施設表示板などの整備を進めた。 

     公共サイン整備件数 緑ヶ丘保育所外１ケ所 

○公共施設等に係る景観形成の推進 

・都市景観形成主要建築物を選定し、帯広市都市環境デザイン委員会において指導、助言を行

った。 

     選定公共施設    サケのふる里公園外５物件 

【都市建設部 都市計画課】 

 

（２）市民の参加による景観づくり 

○まちづくりデザイン賞の実施 

・市民協働のまちづくりを推進するため、市民のまちづくりへの関心を高め、将来のまちづく

りを担う人材の育成を目標として、帯広市のまちづくりに対する提案、建造物等の建設や活用、

まちづくりに関する活動を行う団体などを広く市民から募集し表彰した。 

   まちづくり部門         応募件数  ２件  表彰件数 １件 

   まち育て部門（活動）      応募件数  １件  表彰件数 １件 

   まち育て部門（まちづくり提案） 応募件数 ７９件  表彰件数 ７件 

 

○公園大通景観グレードアップ事業の実施 

・市民と行政が協働し景観づくりを地域全体に広めていくために「公園大通グレードアップ事

業」を実施した。 

     花壇整備     参加者数 ２００人  ワークショップの開催 ２回 

     イルミネーション点灯   １２～２月  氷みこしの実施 

【都市建設部 都市計画課】
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第１節 幼児教育 
１．幼稚園教育の充実 

（１）就園の奨励 

○父母の経済的負担を軽減し、幼児の就園促進を図るため、就園奨励費及び教材費を補助し、幼

稚園教育の充実に努めた。 

・就園奨励費支給者数   １，７０２人        

    【こども未来部 こども課】 

 

（２）研修機会の充実 

○幼稚園教員の資質向上のため、教員研修費を補助し、幼稚園教員の研修機会の充実に努めた。 

・教員研修補助対象者数    １６３人        

    【こども未来部 こども課】 

第２節 小・中学校教育 
１．教育内容の充実 

（１）教育内容の充実 

○帯広市立豊成小学校適正配置実施計画策定にあたり、地域説明会を開催した。 

開催回数    ４回 

    【学校教育部 企画総務課】 

 
（２）指導相談体制の充実 

○適応指導教室「ひろびろ」において、学校へ行けない子供達に対する教育相談や基本的な生活

習慣及び学習活動についての指導・援助を行い、学校復帰や社会的な復帰を促した。   

区　　分 小５ 中１ 中２ 中３ 計
通級児童生徒 (人） 2 3 3 9 17
教 育 相 談 （件） 28  

・指導の効果  中学生２人が部分復帰 

中学校卒業生８人が高等学校に進学 

○市内の中学校１３校に「心の教室相談員」を配置し、６１９件の教育相談活動を行い、子供た

ちの悩みに対応した。特に、不登校傾向の生徒９４人に対応し、担任と連携して指導援助を行っ

た。                       

    【学校教育部 学校教育指導室】 

２．教育環境の整備 

（１）特色ある学校づくり  

○各小中学校の創意工夫に基づく特色ある教育活動を支援し、活力ある学校づくりの推進を図っ

た。 

・夢のある学校づくり支援事業   １４校採択 

    【学校教育部 学校教育指導室】 
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（２）障害児教育の充実  

○新たに情緒障害児学級を西小学校、北栄小学校及び光南小学校に設置した。

障害児学級設置状況 （　）内は実学校数

学級数 児童数 学級数 生徒数
(校) (学級) (人) (校) (学級) (人)

知的障害 11 15 67 5 8 46
言語障害 3 (通級) 135 1 1 7
肢体不自由 1 1 7 1 1 1
情緒障害 8 17 94 5 5 25
病　　弱 1 1 3 1 1 2
合　　計 24 (17) 34 306 13 (8) 16 81
※平成１８年５月１日現在（病弱学級については年間実人数）

区　　分
小学校 中学校

設置学校数 設置学校数

 

○肢体不自由児の生活介助を行う介助員を２名、車椅子を使用し通学する児童生徒の生活介助を

行う介助員を１名増員した。 

【学校教育部 学校教育課】 

 

（３）開かれた学校づくり  

○地域に開かれた学校づくりを推進するため、学校評議員制度を導入した。 

・小学校  ２６校  １２７人 

・中学校  １５校   ７４人 

・高 校   １校    ５人 

    【学校教育部 学校教育指導室】 

 

○地域と連携した安全対策組織づくり及び活動を行う学校の支援を行った。 

 ・小学校  ２６校 

 ・中学校  １５校 

        【学校教育部 企画総務課】 

 

（４）学校図書館の充実  

○蔵書を充実するとともに、専門員を配置した。 

・図書整備数    ６，２３８冊 

・専門員の配置   小学校２０校、中学校８校 

○学校図書館開放モデル事業を５校で実施した。 

  明和小学校、啓西小学校、つつじが丘小学校、大正小学校、広陽小学校 

【学校教育部 学校教育課】 

 

（５）教育設備の充実 

○教室用机・椅子の日本工業規格改正に伴い木製机・椅子に更新した。  

・小学５年生分   １，２６０台           

     【学校教育部 企画総務課】 

 

（６）教職員研修機会の充実 

○十勝教育研修センターにおける、十勝管内市町村が共同して行う教育に関する研修に参加した。 

・参加研修講座数     ３９講座    受講者数  ２４６人 



                          第４章 生涯学習都市 

 55

○個人研究サポ－トシステムの展開 

 教員の資質向上を目指し、研修機会・研修活動への支援を行い、各研究員の研修成果を冊子

に収録し全教職員に配布するとともに、報告会を開催し研究成果の還元を図った。 

・個人研究サポ－ト     ４人 

・体験研究サポ－ト     ６人 

・地域教材研究サポ－ト   ４人        

    【学校教育部 学校教育指導室】 

 

（７）学校給食の充実  

○給食の配食状況 

   

区 分 配 食 数(食)

小 学 校 2,045,547

中 学 校 1,057,191

へ き 地 保 育 所 29,595

父 母 試 食 3,828

施 設 見 学 者 680

職 員 14,630

合 計 3,151,471  

○ふるさと給食の実施 

・全小中学校   １１月１３日～１７日 

・市民試食会   １１月１３日        参加者数  ２１人 

         １１月１７日        参加者数  ２５人 

○給食食器の更新 

・給食用食器（二ツ仕切皿）            １７，０００個 

【学校教育部 学校給食共同調理場】 

 

３．社会変化に対応する教育の推進 

（１）国際化・情報化への対応 

○ニューメディア利用教育推進  

・学校における情報教育を推進するため、小学校７校においてコンピュータを７７台更新した。 

【学校教育部 学校教育課】 

 

○教育研究所に設置のパソコン１０台を利用し、教職員の操作能力の向上を図るために「パソコ

ン研修講座」を実施するとともに、各学校で独自にもつ研修事項に対する講座を多く実施した。 

・講座回数 ３３回   受講者数 ４５８人  

○繰り返し学習することにより、基礎的・基本的な学力の定着を図る補助教材として、小学校６

学年分の漢字ドリル型データベース教材を開発した。 

   ・基礎、基本定着のためのデータベース教材  第１～６学年「国語」 

○小中学校での情報教育推進を支援するために、システム面・技術面でサポートする専門員を派

遣した。 

   ・小中学校情報教育専門員支援事業  小中学校４１校 各２回派遣 

 【学校教育部 教育研究所】 
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○小中学校へ国際交流員及び国際理解教育指導助手、中学校へ外国人専任講師の派遣を行った。 

・小学校（国際理解教育指導助手） １校平均    ５５．７時間 

・中学校（外国人専任講師）    １年生平均   １１．３時間 

                 ２年生平均   １１．４時間 

                 ３年生平均    ６．７時間 

・国際交流員ほか外国人講師派遣事業       １３４．０時間 
【学校教育部 学校教育指導室】 

 

（２）環境学習の充実 

○郷土を愛し、思いやりの心を育む教育活動の推進 

・全２６校の小学校４年生を対象とした郷土体験バス学習を行った。 

・全１５校の中学校２年生を対象とした自然体験バス学習を行った。 

・帯広小学校をモデル校として、ふるさと学習を行った。 
【学校教育部 学校教育指導室】 

 

４．教育施設の整備 

（１）校舎・体育館などの改築・改修整備 

○稲田小学校屋体改築事業に伴う実施設計を行った。 

○新耐震基準施行以前に建設された校舎について、耐震診断を実施した。 

・小学校     ４校     

・中学校     ４校    

○新耐震基準施行以前に建設された屋体について、耐震補強工事を実施した。 

・小学校     １校     

・中学校     ４校 

○学校リニューアル改修事業を実施した。 

・小学校    １１校     

・中学校    １０校 
                    【学校教育部 企画総務課】 

 

第３節 高等学校教育 

１．進学機会の確保・充実 

（１）奨学制度などの充実 

○経済的な理由により、就学困難な者に対し奨学金を支給し、有用な人材を育成するとともに、

あわせて父母の負担軽減を図った。また、公私立高等学校の授業料格差の解消を図り、教育機会

の確保と父母の経済的負担の軽減に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育部 企画総務課・学校教育課】

支給者数(人) 月　額(円)

37 50,000

7 30,000

専門学校生 7 30,000

高 校 生 5 7,000

14 50,000

1 30,000

専門学校生 7 30,000

高 校 生 7 7,000

238 5,000

62 3,500

私立高等学校生徒
授業料補助（給付）

区　　　　　　　　　分

継続

大 学 生
奨
学
金
（

貸
付
）

新規

大 学 生
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２．市立帯広南商業高等学校の充実 

（１）教育環境の整備 

○学校環境「施設・設備」の整備として、老朽化した「施設・設備」の計画的な改善を図った。 

・校舎  暖房設備改修工事 

【学校教育部  帯広南商業高等学校】 

 

（２）地域と連携した教育推進  

○学校開放講座「パソコン入門講座」を開催し学習機会の提供に努め、地域との連携強化を図っ

た。 

・受講者数         ３０人 

 ・開催講座数       １講座、５日間、１日・２時間 

○高校生の就職観や勤労観を培い、将来の進路選択に資するため、企業、商店、事業所等での就

業体験（インターンシップ）を実施した。 

 ・体験者     ２年生全員（１９９人）及び３年生全員（１９９人）と引率教員 

【学校教育部  帯広南商業高等学校】 

 

第４節 高等教育・試験研究機関 

１．新しい大学の整備 

（１）新しい大学の整備 

○十勝大学設置促進期成会が実施する新たな大学設置に向けた取組を支援したほか、学校法人と

の協議や高等教育機関整備に係る資料・情報の収集を行った。 

【政策推進部 政策室】 

 

２．帯広畜産大学などの整備 

（１）帯広畜産大学の整備・拡充 

○帯広畜産大学整備拡充促進期成会の取組を支援したほか、帯広畜産大学と連携を深めるために

「包括的連携協力に関する協定」に基づき、各種事業を行った。 

また、国立大学の再編・統合や、法人化後の動向など、帯広畜産大学に関連する資料や情報の

収集を行った。 

【政策推進部 政策室】 

 

３．高等教育機関の活用 

（１）産学官の連携強化 

○産学官連携に関する調査・情報収集等を実施するとともに、関係部課や専門家のアドバイスを

参考に、帯広・十勝版リサーチ・アンド・ビジネスパーク構想に係る課題抽出、先進地視察、関

係団体との協議等を実施した。 

【政策推進部 政策室】 
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第５節 生涯学習 

１．生涯学習推進体制の整備 

（１）生涯学習推進体制の整備    

○帯広市生涯学習推進本部を中心に、関係機関・団体などと連携を図りながら推進体制の整備に

努めた。                      

     【生涯学習部 生涯学習課】 

 

２．生涯学習活動への支援 

（１）学習機会の提供 

○市民の多様な学習要望に応えるため、関係機関・団体と連携を図り、学習機会の提供に努めた。 

・生涯学習フェスティバルの開催 

実施事業数   ８１件   参加団体数 関係機関・団体  ３５団体 

                    関係課・館    １３課 

・各種講座の状況 

講座・教室等の名称 講座・科目数 参加者数 備      考 

ふれあい市政講座 

（出前講座） 
51講座 63,113人 830 回開催 

放送大学 

（帯広学習室） 
94科目 519人 単位認定試験、面接授業の実施

コミュニティ講座 195講座 12,915人  

市民大学講座 32講座 1,520人  

高齢者学級 

（寿学級） 
 延  47回

在籍者数 

230人

１年生 135人 

２年生  95人 

【生涯学習部 生涯学習課】 

○百年記念館活動 

・利用状況                   利用者数   １０４，２０８人 
・広域事業の実施 
  第２５回郷土美術展                      １，３９１人 
  企画展「生きものの標本展」                  ２，６２３人 

  移動展「生きものの標本展」 

   足寄町動物化石博物館、芽室町ふるさと歴史館           ３６１人 

  企画展「アイヌ語地名を歩く」                   ７５１人 

  収蔵作品展「武田伸一・長尾栄三油彩画展」           １，０７３人 
  移動博物館「音の博物館なつかしのレコード」   ６回       ３９５人 

  自然観察会                   ３回        ５５人 

  郷土学習見学会                 ２回        ７２人 
  博物館講座                  １３回       ５３４人 

  古文書教室                   １回        ２６人 
  特別講座   版画講座             １回        １１人 
         親子陶芸（七宝）講座       ３回       １５７人 
         連続講座             ６回        ５７人 
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  ロビーコンサート               １１回     １，０２５人 
・陶芸講座、夜間陶芸講座、希望講座の実施    受講者数     １，８１４人 

【生涯学習部 百年記念館】 

○児童会館活動 

・子供たちの科学する心や創造性・社会性を育むため、日帰り・宿泊学習のほか科学クラブや

文化クラブなどの事業を行うとともに、野草園・岩内自然の村の管理を行った。 

・施設の利用状況 

施 設 名 利用者数（人） 

児童会館 

野草園 

岩内自然の村 

107,091

12,697

6,452

・科学関連事業 

科学展示室入場者                     ２３，２１７人 

プラネタリウム入場者                   １１，０２９人 

宿泊学習・日帰り理科学習            ７３校   ２，９９８人 

星の観察会                    ８回     ３２５人 

磯の貝の観察会               ８月１１日     １０１人 

自然体験クラブ                  ７回     １２５人 

親と子の化学実験教室               ４回      ６４人 

少年少女発明クラブ               ２４回     ３３６人 

親と子の科学あそび                ４回     １５３人 

青少年のための科学の祭典          １０月８日   ２，９０８人 

・文化関連事業 

宿泊研修                   １６団体     ７８６人 

わくわくこどもまつり             ５月５日   ２，１２１人 

氷まつり協賛行事              １月２８日   ２，２１６人 

人形劇公演                   １１回   １，１４１人 

親と子のエンジョイ将棋             １０回     ４０５人 

こども初心者囲碁教室              １１回     １４６人 

親と子のおもしろ教室               ８回     ４６２人 

図画工作クラブ                  ６回      ３４人 

イラスト達人講座                 ８回      ９６人 

星空のコンサート                 ７回     ２９８人 

全十勝小中学生将棋大会           ３月２５日      ８２人 

帯広児童劇団公演             １１月２６日   １，０１５人 

・国際協力事業  

ＪＩＣＡ理科実験教育研修コースの実施  ５ヵ国１２日間     １０８人 

・野草園関連事業 

野草園開園の集い              ４月２９日     ３１０人 

写してみよう野草園             ５月１３日      １５人 

「野草園の花」作品展         ７月１２～１６日     ２６３人 

・岩内自然の村関連事業 

ふれあいファーム          ５月～９月（３回）     ５０１人 
【こども未来部 児童会館】 
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○動物園活動 

・総入園者数                １３７，９４７人 

大人                  ４９，５１２人 

高校生                  １，０２１人 

高齢者                  １，０５１人 

無料入園者               ７９，２８３人 

冬季特別開園               ７，０８０人 

・教育事業 

総合学習（教職員研修・博物館実習含）受入   延７７日 ７中学校 １０団体 

おやこ動物園教室                 ２回      ２１組 

１日飼育係（小学校低・高学年）          ７回      ８０人 

１日飼育係（中・高校生）             ６回       ６人 

１日飼育係（大人）               １５回      １５人 

裏側探検隊                    ２回      ６８人 

スポットガイド                随時実施 

こども動物園団体利用              ８２組   ２，９０１人 

ふれあい（こども動物園個人参加）       毎日実施  

企画展（ニホンザル展）     ４月２９日～５月２１日 

企画展（ゾウ展）        ７月２８日～８月２０日 

ミニミニガイド発行              ８回発行 

幼児・児童動物画コンクール   ５１７人（１３枚道大会参加）入賞１７５点 

全道動物画コンクール            １３点応募   入賞  ２点 

夜間開園            ７月２８日～７月３０日   ３，７０１人 

夜の動物園（スポットガイド）  ７月２８日～７月３０日 

動物園講座交通安全教室              １回      ６０人 

動物愛称募集 カリフォルニアアシカ１頭・アカカンガルー１頭 

おびひろ動物園ホームページ         月１回更新 

【生涯学習部 動物園】 

 

（２）人材の養成・活用 
○生涯学習コーディネーターの養成 
 ・養成過程（２年）  参加者数 ５人 

【生涯学習部 生涯学習課】 

 
（３）学習情報の提供 
○地域の情報収集・提供システムを整備し、指導者情報など生涯学習に関する情報の提供に努

めた。また、収集したデータは、北のくらし情報システム等を利用して提供した。 
【生涯学習部 生涯学習課】 

 
３．青少年の健全育成 

（１）家庭教育の充実 

○家庭教育学級の推進                １９学級 学級生  ３６７人 

【こども未来部 子育て支援課】 
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（２）体験活動機会の充実 

○帯広市青少年派遣研修事業  

・派遣先 静岡県松崎町 

     小学生６人、中学生４人、教職員２人、事務局１人 

○松崎町青少年派遣研修団受入 

      小学生８人、中学生３人、教職員３人、事務局１人 

【市民活動部 親善交流課】 

 

○各種青少年健全育成事業・研修会 

・子ども王国(プラザまつり)                      ８００人 

・心の教育推進事業（創作活動）                      ３回 

・十勝子ども雪合戦大会              ９４チーム     ５６７人 

・中学生からのメッセージ             １５校        １５人 

・体育館開放事業                 ２６校     ８，５９５人 

・わくわくランド                  ６回       ２９２人 

○成人の集い                   参加者数     １，２４９人 

【こども未来部 青少年課】 

 

（３）世代間交流の促進 

○子どもを育む環境づくり事業  

・小学校を核として、人づき合い等を学び、コミュニケーション能力を育むことを目的に、放

課後や週休日などに児童が地域住民や異学年の児童と交流する機会・場所を設けた。 

  つつじが丘小学校・光南小学校・東小学校    延参加者数    ３，５０９人 

【こども未来部 青少年課】 

 

（４）指導者の養成 

○北海道子ども会育成研究協議会（旭川市）     出席者数         ５人 

○地域子ども会リーダー宿泊研修会           ４回       １５４人 

○ジュニアリーダー養成講座            登録者数        ３５人 

【こども未来部 青少年課】 

 

（５）健全育成ネットワークづくり 

○青少年の健全育成をめざし、関係団体の連携強化を図るため、小学校区毎にフォーラムを開催

し、情報交換や課題検討を行った。         

                          １２地区      ６１８人 

【こども未来部 青少年課】 

 

○子どものための地域づくり 

・各地域で望ましい形で子どものための地域づくりを進めるため、地域の活動状況等について

全市的な情報を収集分析し、取組指針を作成した。 

地域連携検討会議                 ４回 

学校・家庭・地域の連携を考える集いの開催     １回        ７０人 

【生涯学習部 生涯学習課】 
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（６）非行の防止 

○指導員及び指導協力員等による街頭指導並びに相談員による青少年の悩み相談を実施し、非行

防止及び環境浄化に努め、青少年の健全育成の助長を図った。 

街頭指導  ８９５人   相談指導  ４２５回 

【こども未来部 青少年課（青少年センター）】 

 

４．男女共同参画社会づくり 

（１）意識の啓発 

○男女共同参画セミナーの開催             １回   参加者数 ９８人 

○男女共同参画情報誌の発行             年２回 

○「女
ひと

と男
ひと

の一行詩」作品募集・展示    応募者数１２８人   作品数 ３２７作品 

【市民活動部 男女共同参画推進課】 

 

（２）参画の促進  

○男女共同参画派遣研修                           １人 

○男女共同参画推進団体連携事業            参加者数     １１１人 

○男女共同参画講座の開催               受講者数      ７９人 

○男性セミナーの開催                 受講者数      １０人 

【市民活動部 男女共同参画推進課】 

 

（３）環境の整備  

○女性情報コーナーの充実               利用者数   ５，５０８人 

○女性のためのなんでも相談所                        ４回 

○男女共同参画講座修了者の中から応募があった２３人が男女共同参画推進員として市民協働

のパートナーとなり活動した。 

【市民活動部 男女共同参画推進課】 

 

５．生涯学習施設の整備 

（１）図書館の整備 

○蔵書冊数   ３７１，４０６冊（平成１８年度受入 ３２，７０３冊） 

○利用状況 

利用者数(人) 利用冊数(冊)
館内(本館) 212,274 852,480
館外(移動図書館) 19,211 52,517

市民文庫 1,061 4,649
コミセン図書室 12,297 20,309
学校図書室 2,319 6,094
移動ステーション 3,534 21,465

合　　　計 231,485 904,997

利用区分

内

訳

 

（十勝管内広域個人貸出実績 利用者数 １７，６９３人 利用冊数 ７２，２７９冊） 
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○視聴覚教材利用件数 

・１６mmフィルム、映写機等機材        ６２件 

・ビデオテープ            １２，４９２件 

・ＤＶＤビデオ            ２４，８３３件 

・ＣＤ                １１，７５９件 

・カセットテープ            １，１３７件 

・紙芝居               １５，５２０件 

○レファレンス（相談業務）件数      ７，８２６件 

○図書館刊行物 

・市民文芸                 ４６号  

・読書感想文集               ４６号 

・帯広叢書              ５６・５７巻 

○学校での調べ学習用図書の整備 

・学校（クラス単位１セット３５冊）への貸出し用図書 

       ４１セット整備 

○わくわく絵本事業 

・ロングセラー絵本          ４，５３５冊整備 

○食文化に関する図書資料の整備 

・地場産業と食育推進関連図書     １，６４６冊整備 

  

【生涯学習部 図書館】 

 

（２）動物園の整備 

○鳥類舎整備 

 ・クジャクバト舎の建替え、ペリカン舎及びオシドリ舎の改修を行った。 

○サル舎整備 

 ・チンパンジー、マンドリル、リスザルを飼育展示するサル舎の地耐力調査と実施設計を行っ

た（平成１９～２０年改築）。 

【生涯学習部 動物園】 

 

（３）百年記念館の整備 

○アイヌ民族文化情報センター「リウカ」の整備 
・アイヌ民族文化の普及、啓発、伝承、保存等の活動の拠点として、「アイヌ民具調査」、「ア

イヌ無形文化聞き取り調査」、「アイヌ民族関係の図書の整備」、「ホームページ開設」など、ア

イヌ民族文化の調査研究と普及・啓発活動を行った。 

【生涯学習部 百年記念館】 
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第６節 芸術・文化 

１．自主的文化活動の促進 

（１）自主活動の促進 

○おびひろ市民芸術祭                       ２４，０９３人 

○第３回帯広市民オペラ「椿姫」                   ２，３４７人 

○北の構図展                              ８７１人 

○舞台製作ワークショップ                         ２１人 

○とかちサークル写真展                         ５１１人 

○全十勝書道作品展                           ７４８人 

○北の再会コンサート                          １９４人 

○帯広市文化賞                              １個人 

○学校文化奨励賞                         １個人、２団体 

【生涯学習部 文化課】 

 

２．鑑賞機会の拡充 

（１）鑑賞機会の拡充   

○小中学生のための札響コンサート                  ２，９４８人 

○親と子のわくわく音楽会                      １，４７０人 

○フランツ・リスト室内管弦楽団コンサート              １，１５０人 

○ミッフィーこどもミュージカル                   ２，９５３人 

○朗読と十弦ギターの夕べ                        ３１２人 

○劇団うりんこ「ゆらゆらばしのうえで」                 ４６９人 

○帯広美術館特別企画展「バルビゾンから印象派展」         １１，７４０人 

○中学校伝統芸能鑑賞事業                   ４校 １，９０５人 

【生涯学習部 文化課】 

３．文化環境の充実 

（１）文化環境の充実 

○市民文化ホールの改修 

   ・大ホール客席及びロビー手すり、屋上防水の改修 

【生涯学習部 文化課】 

 

４．歴史的遺産の保存・活用 

（１）歴史的建築物などの保存 

○古建築調査「真具天光堂薬局・倉庫」             

     【生涯学習部 文化課】 

 

（２）埋蔵文化財の保護・活用 

○大正遺跡の発掘調査 

・大正３・７遺跡出土品（約９万点の土器・石器が出土）等の整理作業及び調査報告書の作成

を行った。 
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○帯広百年記念館埋蔵文化財センターの活用 

・埋蔵文化財発掘調査業務で出土した遺物・関連資料の整理作業及び収蔵保管の拠点施設とし

て、出土品等の市民への公開を行った。 

【生涯学習部 百年記念館】 

 

第７節 スポーツ 

１．生涯スポーツ活動の推進 

（１）スポーツ機会の提供 

○各種スポーツ教室・講習会の開催 

・５１事業  ４１，９０１人 

 

○体育施設利用状況 

施設名 利用者数(人)
総合体育館 148,933

帯広の森体育館 89,591

帯広の森研修センター 16,932

帯広の森スピードスケート場 60,024

帯広の森アイスアリーナ 81,552

帯広の森第二アイスアリーナ 37,172

帯広の森スポーツセンター 50,969

帯広の森市民プール 158,986

帯広の森野球場 57,260

帯広の森陸上競技場 47,272

帯広の森弓道場・アーチェリー場 23,601

帯広の森テニスコート 116,304

帯広の森球技場 25,068

屋外運動施設 416,848

合　計 1,330,512  

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（２）指導者の育成 

○関係機関・団体と協力し、プロスポーツチーム指導者を招き指導者教室を開催した。  

・開催回数 １回（サッカー）  参加者数 ２８人 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（３）スポーツ団体などの育成 

○スポーツ少年団活動に対する補助 

・少年団登録数 ９４団体、指導者 ４５１人、団員 ２，６１６人 

○帯広市体育連盟（加盟４３団体）及び帯広市スポーツ少年団本部に対する補助 

○全道、全国大会等派遣補助 

・大会派遣費補助件数 ８９件 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 



                          第４章 生涯学習都市 

 66

（４）スポーツ・レクリエーションの振興 

○スポーツ賞及びスポーツ奨励賞の授与 

・スポーツ賞      ５個人 

・スポーツ奨励賞    ２個人、４団体 

○地域スポーツ振興事業 

・開催回数 ６０回、延参加者数 ３，５８１人 

○総合型地域スポーツクラブの育成 

 ・十勝圏広域スポーツセンター機能整備協議会を通じ、清柳クラブ、帯広の森スポーツクラブ

を育成・支援 

○帯広市健康スポーツ推進委員会事業 

・秋季体育祭         １０，０８０人 

・冬季スポーツ事業         ７１９人 

・マイスポーツ事業         ６７８人 

 

○ゴルゲート市民交流事業 

 ・市民ゴルゲート大会 

 開催場所 帯広市総合体育館           参加者数   ７６人 

 ・ゴルゲート練習会 

  開催場所 帯広市総合体育館、とかちプラザ    参加者数  ６０２人 

○十勝大平原クロスカントリースキー大会の開催 

 ・開催場所   岩内周辺特設コース        参加者数  ５６７人 

○はつらつママさんバレーボールの開催 

 ・開催場所   帯広市総合体育館         参加者数  ３３１人 

 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

２．競技スポーツの振興 

（１）スポーツ大会の誘致 

○国内スポーツ大会の誘致 

・全道、全国大会開催運営補助 ２３件 

○プロ野球セントラル・リーグ公式戦の開催 

○プロ野球イースタンリーグ公式戦の開催 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（２）国内外とのスポーツ交流 

○日韓スピードスケート交歓交流競技大会の開催 

・開催地 ソウル     参加者数 ５０人 

○帯広・韓国アイスホッケー親善交流大会の開催 

・開催地 帯広      参加者数 ５６人 

○帯広・韓国高校生バスケットボール交歓大会 

・開催地 帯広      参加者数 ３４人 

 

【生涯学習部 スポーツ課】 
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（３）スケート競技の振興 

○スピードスケート講習会の開催 

・講師    ４４人  参加者数 ４４７人 

○帯広の森スピードスケート場ファイナルレースの開催 

・参加者数 ３５５人 

 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（４）スポーツ合宿の誘致 

○横浜Ｆマリノスジュニアユースの合宿誘致 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

３．スポーツ施設の充実 

（１）帯広の森運動施設の整備 

○（仮称）新帯広の森屋内スピードスケート場の実施設計を行った。 

【都市建設部 みどりの課】 

○帯広の森野球場外野フェンス、帯広の森体育館などの改修を行った。 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（２）各種スポーツ施設の整備 

○帯広市総合体育館の耐震基準対応調査を行った。 

○地域同好会と市民協働型パークゴルフ場の管理運営や、高齢者・障害者が利用しやすい施設に

するため、既存パークゴルフ場のＵＤ化へ向けた基礎調査を行った。 

○札内川ソフトボール場の整備を行った。 

 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（３）学校施設の地域開放 

○地域住民等が行うスポーツ及びレクリエーション活動のために屋内、屋外運動場及び光南小学

校屋内温水プールの開放事業を行った。 

小学校２６校 中学校３校 計２９校  登録団体３２６団体 登録者数５，９９４人 

延利用者数 屋内・屋外運動場 １６９，００６人 光南小学校温水プール ９，９２２人 

【生涯学習部 スポーツ課】
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第１節 総合交通体系 

１．都市内道路交通網の整備 

（１）駐車場の設置促進 

○全ての市営駐車場で最初の３０分の料金を無料としているほか、中央・駅北地下駐車場の定期

駐車料金を引き続き月１万円として、利用促進を図った。 

 また、駅南・中央第２駐車場では引き続き２４時間入出庫可能にして、利便性を高めた。 

○市営駐車場の利用状況 

利用台数(台）１日当たり利用台数(台） 回転数(回転)

時間駐車 15,099 41 0.10

定期駐車 94,409 259 0.64

小　計 109,508 300 0.74

中央第２ 時間駐車 100,110 274 4.57

駅　　南 時間駐車 140,858 386 15.44

時間駐車 120,618 331 1.65

定期駐車 37,182 102 0.51

小　計 157,800 433 2.16

508,276 1,393 －

中　　央

駅北地下

合　　　計

区　　分

 

【商工観光部 商業まちづくり課】 

 

２．空港の整備 

（１）滑走路などの整備 

〇誘導案内灯、場周道路改良、小型機駐機場設置に向けた調査及び関係機関との協議を行った。 

【商工観光部 空港事務所】 

 

（２）駐車場の整備 

〇今後の駐車場拡張整備に向けた可能性調査を行った。 

【商工観光部 空港事務所】 

 

（３）消防・除雪体制の充実 

〇雪氷調査車更新  １台 

【商工観光部 空港事務所】 

 

３．航空路線網の充実 

（１）新規航空路線の開設 

○国内主要地域との路線開設に係る可能性調査を行った。     

【商工観光部 空港事務所】 

 

（２）航空路線網の充実 

〇航空会社に対し、東京線は現行機材による安定的な４便体制の維持（ＪＡＬ）及びダブルトラ

ッキング実現（ＡＮＡ及びＡＩＲ ＤＯ）、大阪線は季節運航から通年運航の復活及び２便体制

の実現、名古屋線は２便体制の実現と団体客への対応可能な機材就航等の要望活動を行った。 

【商工観光部 空港事務所】 

（３）空港利用の促進 
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〇引き続き着陸料の３分の１を軽減した。 

〇国内外チャーター便着陸料は２分の１の減額措置を行った。 

〇空港利用拡大方策について関係機関と協議を行った。 

○大型機対応トーイングトラクター配備のための補助を実施した。 

〇空港利用状況 

・運航便及び乗降客数                          （単位：人） 

定期便（東京便） 定期便（大阪便） 定期便（名古屋便） 定期便（函館便） 

乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 

548,878 66.7% 23,418 74.0% 26,742 73.7% 5,355 40.5%

定期便（新千歳便） 定期便全体 チャーター便 その他不定期便 

乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 乗降客数 便数 乗降客数 便数 

1,464 26.9% 605,857 66.6% 35,874 247 571 44

・航空貨物及び航空郵便取扱量 

貨     物 (㎏) 郵     便(㎏) 

積 卸 計 積 卸 計 

3,747,721 2,725,792 6,473,513 426,201 2,497,111 2,923,312 

〇着陸回数 

定期便 チャーター便 
その他 

不定期便 
民間機 国有機 合 計 

2,455 便 125 便 37 便 249 便 3,947 便 6,813 便

【商工観光部 空港事務所】 

 

（４）地域航空ネットワークの形成 

○新千歳線の休止と函館便の運航形態の変更（エアトランセ） 

・搭乗率が低迷していた新千歳線については、１２月１日から運休となり、函館線については、

新たな運航形態を模索するため、３月１４日から不定期便となった。 

【商工観光部 空港事務所】 

 

４．とかち帯広空港の国際化の環境整備 

（１）出入国管理・検疫施設の誘致 

○道内関係機関と連携し、国に対して整備拡充を図る要望活動を行った。 

【商工観光部 空港事務所】 

 

（２）国際化の可能性調査 

○国際チャーター便の定期的就航を図るため、観光機関と連携した海外観光客誘致活動を実施

し、国際空港化への環境整備に取り組んだ。 

○道内他空港の国際便対応施設について調査を実施し、国際便対応施設整備の可能性調査を行

った。 

【商工観光部 空港事務所】 
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（３）国際チャーター便の促進 

○海外客による国際チャーター便２４１便（３５，０５９人）と、邦人による国際チャーター

便４便（５１６人）が就航した。 

○空港内に通訳を配置し、海外旅行客に対し、宿泊・観光・飲食関係の案内と出入国のケアを

行った。 

【商工観光部 空港事務所】 
 
５．バス交通網の充実 

（１）バス路線網の充実 

○路線バスの運行維持を図るため、国・道と共にバス事業者に対して路線運行維持費を補助した。 

・補助対象バス事業者数 ２社  補助対象路線数  ３９系統 

【商工観光部 商業まちづくり課】 
 

（２）公共交通機関のあり方 

○大正地区の予約制乗合タクシーについて、１０月より帯広市街地への乗り入れを開始した。 

【商工観光部 商業まちづくり課】 
 

第２節 広域連携 
１．中核都市圏の振興 

（１）中核都市圏の振興 

○北海道知事の帯広圏地方拠点都市地域指定の変更に伴い、音更町、芽室町、幕別町とともに、

基本計画の変更を行った。 

 【政策推進部 企画課】 
 
２．十勝圏の振興 

（１）第２次十勝ふるさと市町村圏計画の推進 

○十勝圏複合事務組合と連携を図りながら、地域プロジェクトの取組など広域行政の推進に努め

た。また、十勝圏活性化推進期成会を通じ、関係町村とともに関係機関等に諸課題の対応に向け

て働きかけた。                             

 【政策推進部 企画課】 
 

第３節 国内交流 

１．姉妹都市交流の推進 

（１）姉妹都市交流の推進 

○開拓姉妹都市の静岡県松崎町、観光文化姉妹都市の大分市、産業文化姉妹都市の徳島市と行政

のみならず文化、物産、児童・生徒交流など、市民レベルでの幅広い交流を行った。 

【市民活動部 親善交流課】 

 

２．地域間交流の促進 

（１）地域間の交流 

○首都圏や関西圏との人的交流や経済交流の促進に努めた。 

・東京帯広会 「春・秋の集い」等での帯広十勝の物産紹介、情報交換の実施。 

郷土訪問ツアーの実施。 

 ・関西帯広会  経済交流、地場産品紹介の実施。 

           【市民活動部 親善交流課】
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第４節 国際交流・国際協力 

１．国際交流の推進 

（１）国際交流の環境づくり 

○小学校等への国際交流員の派遣、小中学生を対象とした国際理解促進事業、幼児対象の絵本読

み語り事業など、学校や地域において諸外国の方々との交流機会を拡充するなど、国際交流の環

境づくりに努めた。 

・国際交流員の派遣     ５６回  延派遣者数   ９３人      

・絵本の読み語り事業     ８回  延参加者数  ２００人  

【市民活動部 親善交流課】 

 

（２）都市間交流の推進 

○国際姉妹都市米国スワード市、国際友好都市中国朝陽市と高校生相互派遣事業を実施し、相互

交流の促進に努めた。 

・スワード市  派遣高校生数 帯広市より４人、スワード市より４人 

・朝陽市    派遣高校生数 帯広市より３人、朝陽市より４人 

○朝陽市と、植樹ボランティア交流のほか、ＪＩＣＡ草の根技術協力事業（農村女性による住民

参加型健康推進プロジェクト）を行った。 

○米国マディソン市と国際姉妹都市を締結し、帯広・マディソン交流協会を中心に、交流分野に

直接関わりをもつ市民や団体・企業などが主体となり、幅広い分野での交流活動を促進していく

環境の整備を図った。 

【市民活動部 親善交流課】 

 

２．国際協力の推進 

（１）農業技術協力の推進 

○帯広国際センターを中心に、帯広畜産大学、国立並びに道立試験研究機関、企業などと連携し、

農業技術や地域技術を生かした国際協力・技術協力の促進に努めた。また、国際友好都市中国朝

陽市から保健研修員を受入れた。 

・ＪＩＣＡ研修員受入     １６４人（集団型コースのみ） 

・中国朝陽市保健研修員受入    ２人 

・中国朝陽市保健専門家派遣    ３人 

【市民活動部 親善交流課】 

 

３．国際化の環境づくり 

（１）外国人が暮らしやすい環境づくり 

○在住外国人のための外国語情報紙の発行や在住外国人の生活相談など、外国人が暮らしやすい

環境づくりに努めた。    

【市民活動部 親善交流課】 

 

（２）留学生の受け入れの促進 

○帯広市在住の留学生で組織する「外国人留学生まちづくりを考える会」と連携し、国際交流活

動の企画、市民との交流機会の拡充を図るとともに、地域住民としてまちづくりに対する提言を

受けた。             

【市民活動部 親善交流課】 
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（３）ネットワーク化の推進 

○十勝地域において国際化推進事業を展開している十勝インターナショナル協会と連携し、「世

界のともだち」「国際フェスタｉｎ十勝」などの事業を実施し、国際協力・国際交流の推進や国

際感覚の優れた市民の育成などに努めたほか、市町村間や様々な団体とのネットワークづくりを

推進した。 

【市民活動部 親善交流課】 

 

第５節 情報化 

１．行政の情報化 

（１）行政情報システムの充実 

○公共施設の空き情報提供と利用申請の受付をインターネットを通じて行う施設予約システム

の供用を開始した。 

・対象施設  とかちプラザ、市民文化ホール、百年記念館、総合体育館、 

帯広の森の各体育施設、南町・自由ヶ丘テニスコート、南町・伏古別野球場、 

札内川・十勝川河川敷の各体育施設 

○電子自治体の実現に必要なコンピュータシステムを北海道と道内市町村が共同開発・運用を行

う、北海道電子自治体プラットフォーム構築事業（ＨＡＲＰ）に参加し、電子申請システムの運

用を開始した。 

・対象手続  様式ダウンロードサービス ３２手続 

電子申請・届出       ５手続 

【総務部 情報システム課】 

 

２．地域情報化の推進 

（１）学校施設などの情報化 

○地域の教育・行政・保健・福祉・防災等の高度な情報化施策に必要な情報通信基盤として、４

施設における施設内ＬＡＮ及び市庁舎と各施設間の超高速・大容量のネットワークの整備を行っ

た。 

   ・整備施設  総合体育館、帯広の森体育施設、川西支所、大正支所 

【総務部 情報システム課】 

 

３．情報通信基盤の整備促進 

（１）情報通信の高度化 

○地域情報通信基盤整備推進事業として、総務省の補助を活用し、㈱帯広シティーケーブルの通

信設備整備事業（ケーブルテレビのデジタル放送対応、川西・愛国・大正市街地への幹線延長）

に補助を行った。 

 

【総務部 情報システム課】
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第１節 市民自治と自治体経営 

１．情報の公開・提供 

（１）情報提供のしくみづくり 

○政策課題などの行政情報を掲載したまちづくり情報誌を発行し、広く市民に提供した。 

【政策推進部 企画課】 

 

（２）情報公開の推進 

○情報公開条例により、情報の公開を推進した。 

・情報公開請求件数     ５２件（うち１件取り下げ） 

・決定内訳     全部開示１９件 一部開示２６件 非開示６件（うち不存在４件） 

【総務部 行政推進室】 

 

（３）個人情報・プライバシーの保護 

○個人情報保護条例の適正な運用に努めた。また、本人に対し個人情報を開示した。 

・個人情報開示請求件数   １１件 

・決定内訳     全部開示 ６件 一部開示 ５件 

【総務部 行政推進室】 

 

２. 広報活動の充実 

（１）広報の充実 

○市民が必要としている情報や市の施策・方針などを広く周知し理解と協力を得るため、広報紙

本来の見やすさ、読みやすさなど市民の視点にたった編集作業を行い、広報おびひろを年１２回

発行し、市民に配布した。 

○市勢要覧を作成し、市外へのＰＲに努めた。 

【政策推進部 広報広聴課】 

 

（２）情報メディアを活用した情報提供 

○テレビ、ラジオ、市のホームページなどを活用し、行政の情報を広く周知した。 

【政策推進部 広報広聴課】 

 

３．広聴活動の充実 

（１）幅広い広聴活動の推進 

○市民の声 

陳情・要望 市長への手紙 
電話・来庁 

Ｅメール等 

市長と 

ふれあいトーク 

まちづくり 

懇談会 

件 数 項目数 通 数 項目数 件 数 項目数 回 数 項目数 回 数 項目数

130件 321件 283通 492件 693件 729件 7回 22件 10回 56件

 ・平成１８年度から、市長が市政について市民と幅広く意見交換を行う「まちづくり懇談会」

を実施している。 

【政策推進部 広報広聴課】
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○市民相談件数                            

一般相談 特別相談 行政相談 合   計 

1,376件 282件 134件 1,792件

【市民活動部 市民活動推進課】 

 

４．市民参画のしくみづくり 

（１）市民と協働のまちづくり 

○コミュニティセンターに掲示板や簡易印刷機などを備えた「協働コーナー」を設置（２ヵ所）

した（計７ヶ所）。 

○市民の知恵と力を活かした協働のまちづくり事業助成制度を創設した。 

・事 業 名  市民提案型協働のまちづくり支援事業 

・補 助 対 象  まちづくり活動、組織育成、生活環境整備 

・補助事業者  市民グループ、町内会、ＮＰＯ、ボランティア団体等 

・採択事業数  ６事業（事業実施は平成１９年度） 

【市民活動部 市民活動推進課】 

 

５．平和と人権 

（１）平和事業の推進 

○平和の絵募集と平和カレンダーの作成 

○原爆パネル移動展の実施 

○ 「語り継ぐ核兵器廃絶・平和展」の実施      

【市民活動部 市民活動推進課】 

 

（２）人権の擁護 

〇高齢者虐待防止の対応 

・虐待を受けた高齢者を一時的に養護するための居室確保に、必要に応じて措置対応できるよ

う備えた。 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

 

６．計画的、総合的な施策推進 

（１）計画行政の推進 

○総合計画を効率的・効果的に推進するため、政策・施策評価システムを試行的に実施し、市民

意向調査や成果指標を活用して政策や施策の進捗状況の評価を行った。結果は「まちづくり通信

２００６」として取りまとめ、ホームページや広報おびひろに掲載するなど、市民への情報提供

に努めた。 

【政策推進部 企画課】 

 

（２）行政機構の改革 

○組織機構について、「市民の視点」、「自主自立の視点」、「次代を展望した視点」、「組織内改革

の視点」の４つの視点を基本として、見直しを行った。 

【総務部 行政推進室】 
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（３）行政サービスの向上 

○ＩＳＯ９００１の認証を更新した。 

【総務部 行政推進室】 

 

○戸籍の電算化業務 

・戸籍事務の正確性の確保・簡素化を図り、市民サービスを向上させるため、電算システムの

導入に着手した（供用開始 平成１９年７月３０日）。 

【市民環境部 戸籍住民課】 

○ダイヤルインの導入 

・本庁舎の電話交換機の更新にあわせ、従来の代表電話（電話交換手経由）に加え、ダイヤル

イン（各課への直通電話）を３月より一部導入（本導入は平成１９年５月）し、市民の利便性

向上を図った。 

【総務部 総務課】 

 

（４）公共施設の整備 

○公共施設の計画的維持管理と予防保全を行うためのシステムを導入した。 

【都市建設部 建築営繕課】 

 

７．行財政改革の推進 

（１）民間活力の活用 

○「公の施設」の管理運営について、民間の能力・ノウハウを活用し、効果的・効率的な運営と

多様化する住民サービスへの対応、サービス向上を図るため、文化・スポーツ施設、市営駐車場、

公園等８０施設に指定管理者制度を導入した。 

【総務部 行政推進室】 

 

（２）職員定数の適正化 

○火葬場の管理運営業務、公害防止監視・測定業務、ごみ収集業務の見直し、定年退職者の約５

０％不補充などにより、職員を２４人減員した。 

【総務部 行政推進室】 

 

（３）財政の健全化 

○情報公開・説明責任の立場及び行財政改革について市民理解の促進のため「帯広市財政の状況」

を作成し、説明会の開催等、財政情報の積極的な公開に努めた。 

【政策推進部 財政課】 

 

○小学生を対象とした租税教育を帯広税務署と連携し実施した。 

【総務部 市民税課】 

 

８．地方分権への対応 

（１）地方自治の確立 

○住民サービスの向上や、効率的・効果的な行財政運営を図るため、十勝市町村税滞納整理機構

を開設するなど、広域連携を進めた。 

 また、健全な地方自治が確立されるよう財政基盤の強化を十勝圏活性化推進期成会を通じて、
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関係機関に要望した。 

【政策推進部 政策室】 

 

（２）地方分権への対応 

○協働まちづくりの基盤づくりのため、市民検討委員会及び庁内検討委員会で検討し、協働のま

ちづくりに必要な市民参加のルールや行政運営の基本事項を定めるまちづくり基本条例を制定

した。 

【政策推進部 企画課】 

 

第２節 コミュニティの形成 

１．コミュニティ活動の促進 

（１）コミュニティ意識の醸成 

○町内会自治活動費の交付     ７６４件（町内会） 

【市民活動部 市民活動推進課】 

 

（２）特定非営利活動（ＮＰＯ活動）の促進 

○帯広市内のＮＰＯ法人認証団体数 ３７団体（平成１９年３月末現在） 

【市民活動部 市民活動推進課】 

 

２．コミュニティの整備 

（１）コミュニティ施設の整備 

○施設の改修 

・大正農業者トレーニングセンター耐震改修工事      

・東コミュニティセンター大集会室屋上防水工事      

・広陽福祉センター外壁改修工事             

・西福祉センター屋根改修工事              

【市民活動部 市民活動推進課】 




